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査票による実態調査を行う｡
平成 15年度
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Ⅰ はじめに
看護系大学は全国で 107校になり､来年度も新たに数校が新設される予定と聞く｡まだ
まだ看護系大学の新設ラッシュは続いている｡したがって､各県に1校以上の看護系大学
が設置され､看護大学生が地域の病院や老健施設､保健所や市町村保嘩センター､訪問看
護ステーションなど看護が提供される場で実習を行うことに対しての珍しさはなくなり､
大学生を実習で受け入れる抵抗感や不安感は薄れつつあると思われる｡そして､大学生だ
からという特別な見方はなくなり､専門学校生も短大生も大学生も同じ学生として各校の
実習目的 ･目標にしたがって指導がなされている｡このような状況の中で､学生の実習指
導を直接担う大学の教員は専門学校の教員とは異なり､教育の基礎についてほとんど教育
を受けずに指導にあたっている｡教育方法を例にとるとカリキュラムの考え方や編成方法､
講義や実習で使う指導案の作成､教授方法､実習指導体制作りなど専門学校の教員は教員
養成講習という場で机上での学習と教育実習という形での学習により丁寧に教育を受けて
いるが､大学の教員はそのような具体的な教育を受けずに教職に就いている｡つまり､新
人の教員は学生指導や実習指導に関する知識の獲得と訓練を受ける機会がないままに教育
活動に携わっているのである｡
しかしながら､全く準備することなく実習指導を行っているわけではなく､各大学や各
講座の判断により､実習が始める前に必要な準備として実習施設で研修を行っているとこ
ろが多い｡大学によっては常に看護現場と教育現場がリンクしていて､最新の知識や技術
を現場で実践しながら学び､大学で整理し研究する､そして現場-還元していくという循
環をもたらせるような体制としてユニフイケ-ションシステムをとっているところもある｡
そのような体制をとることができる大学は限られているため､研修という形で､日頃､教
育現場にいる教員が看護の現場に出て看護を行い実習指導の準備を行っているのである｡
だが残念なことに､研修は行っているが､.実習指導が始まってみると ｢看護師としての
自分と教員としての自分の間で葛藤する｣｢現場のナースたちにどのように学生指導をして
もらったらよいか伝えられない､調整できない｣｢自分の指導に自信がもてない｣などの不
安や戸惑いの声が聞かれている (佐藤,2002;出羽滞,2001)｡
そこで､本研究では実習前に行われる実習施設での研修が実際にどのようになされてい
るのか､そして実習指導に役立っているのか等の実態を明らかにし､その上で､効果的な
実習施設での研修を検討することを目的として研究に取り組んだ｡本研究の課題は ｢現状
の実習施設での研修の実態を明らかにすること｣｢実習指導に役立つ実習施設での研修を考
案すること｣の2点である｡
Ⅱ 実習施設で行われる実習前研修の実態調査
1.日的
看護学実習指導を担当している助手が実習指導に入る前に実習施設で研IrLfli･どV).Iこ/)に
行い､どのように実習指導に活かしているのか等の実態を明らかにし､その紙,rl･/)､｢,/･)JI'.I
的な研修を検討する｡
調査では研修を次のように定義して行った｡
研修とは､｢ケア現場 (実習場所)に身をおいて '(参加して)行う､実Tl71号竹の/i･..I/)U)lps
備とする｡机上の実習要項の説明や指導担当者との打ち合わせのみである場介は['L)川JL.:Lt_･し
ない｡｣とした｡
2.調査枠組みの検討
1)文献検討
医学中央雑誌 CD-Rを用い､2901年より5年間さかのぼり検索を行った｡強'.Jl､(i
護に限定した上でキーワー ドを設定し､｢助手｣で75件､｢実習指導｣で 160作が伯購さ
.れた.｢臨床実習指導｣で検索された 79文献を概観し､その中から助手のJI.:lt川了昭I･.の
悩み ･不安を扱った研究､実習指導における教員の行動を扱った研究と ｢助手｣×r').(
習｣で検索された6件の文献を加え9文献を検討した｡
文献検討の結果､教員 (助手)の実習指導における不安や課題､役割意識にr父け る研
究はされているが､実習の準備として行われている教員の事前研修に関する研究はされ
ていないことがわかった｡また､実習を効果的に行うために臨床と学校の連携の必iJ(他
や情報交換の必要性は論じられているが､指導教員が実習指導のための準備としてどの
ような事を行っているのか､必要なめかについて言及したものは見つからなかった.
2)研修事例の分析
公立看護大学に所属する 2人の助手のインタビューを行い､実習前の研修でどのよう
なことを行っているかについて情報を得た｡
■ 事例1
教員紹介 :教育経験なし｡臨床経験 2年｡実習指導を初めて行うため､実習指導のイ
メージが持てず不安があった｡
研修施設の概要 :老人保健施設で､大学生の受け入れは前年度から始まったばかりで
ある｡学生担当の指導者が決まっておらず､窓口として主任 (病院では師長にあたる)
が対応していた｡
研修期間 :実習開始前の時期に約3週間を当て延べ 15日間行った｡
研修内容 :①職員 ･入居者に教員を覚えてもらう､受け入れてもらう､また教rlも職
員や入居者を覚える事を中心に､全体の把握に務めた｡②施設で行われているケア (ケ
アの方法､ケアに対する考え方など)や業務の流れを把握し､③受け持ち患者の候補を
挙げる｡また､④職員間の関係や指示系統を知り学生が実習に入ったとき困らない.I:I)
に環境を整える準備をした｡
研修方法 :職員の一員になってケアに参加しながら全体を把握し､職nとのr州′7･.li･n･:
る｡責任者と相談しながら受け持ち患者の候補をリス トアップする0
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■ 事例2
教員紹介 :教育経験 3年o臨床経験 3年o実習指導経験はあったがこそこは初めての
実習場所だった｡
研修施設の概要 :公立の総合病院で､大学生の受け入れは前年度から始まったばかり
である｡学生担当の実習指導者は決まっており､窓口は実習指導者および師長が対応し
ていた｡
研修期間 :L実習開始前の時期に約2ケ月を当て1回/週､延べ8日間行ったo
研修内容 :①職員 ･患者に教員を覚えてもらう､受け入れてもらう､また教員も職員
や患者を覚える事を中心に､病棟の把握に務めた｡②施設の概要を知る (施設の機能 ･
構造を知る､病棟のスケジュール他部門との関係などを知る)③病棟で行われているケ
ア (ケアの方法､ケアに対する考え方など)や業務の流れを把握､学生が参加できるケ
ア場面 ･行事などの把握する④実習指導者と指導に関する打ち合わせ (実習目標を伝え
る､学生のレディネスを伝える､学生の居場所や事故の対処など)を行い実習指導者に
実習する学生のイメージを持ってもらうように務めた｡⑤自身の臨床能力を高めるため
にケアを行うことや⑥実習指導者の勤務 (シフト)を知り調整の依頼を行う⑦人的資源
の把握を行う (学生が好きな医師やモデルとなるナースの発掘)など積極的に施設-の
働きかけを行い実習の準備をした｡
研修方法:実習指導者の日勤時に合わせ研修を行い､ペアを組んで患者のケアを行う｡
師長と実習指導者がそろう時を見計らって実習についての説明や依頼､調整を行う｡
研修場所の状況が異なり､教員の研修の仕方も異なっていたが､研修内容には部分的
に共通点がみられた｡この事例から､研修場所の状況や研修する教員の希望やニーズに
よって､研修内容 ･方法は多様である事が予測された｡
3)調査枠組み
文献検討および事例検討の結果から､次のような調査枠組みを設定した｡
研修-の影響要因として､なぜ研修を行うのか?という ｢研修動機｣と教員としての経
験や臨床の経験などの ｢個人属性｣と大学との関係や実習指導者の有無などの ｢研修先の
属性｣を挙げた｡研修には､目的と方法と内容を挙げ､それらは相互に関達し合っている
と考えた｡また､研修を行ってどのように捉えているかを ｢研修の評価｣として挙げた｡
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3.方法
-1)調査の対象および時期＼'1三 日_､;7､E;_ lト ー
調査は公立の看護系大学29校 (新設校を除く)で､看護学実習の指導を担当して
い.､､ノミいる助手435名を対象に2002年8月に行った｡
J2)調査方法 rーこ.一 一l f < ノ〔 Jt
調査は自作の調査票を用いて､郵送法にて行った｡内容は､①個人属性②研修先
の属性③研修の動機④実習施設での研修⑤研修の評価⑥指導力を向上させるために
,I(-)必要と思えことである｡､∴ .′ (
3)一分析方法さF悠､二 ､了 tLー工 .J､､
ヤ-こ:I,,rT統計的分析および自由記載の内容分析を行った｡統計的分析はSPSSll.0を用い単
･,号 ｣純集計および9,日.ス集計を行うた｡内容分析は､研究者 3名で記載された内容の読
∴:'T上-み合わせを行い('文脈に沿って内容を区切った｡二切り取わた文章を何度も読み返し､
-㌔ .･内容の類似するものをまとめカテゴ1)十一化して､.カテゴリー の命名および件数のカ
∴_∴ウン･トを行うた. ■∴ _ _
●､ノー4).倫理的配慮 t.∫
L書面にて調査の主旨を説明七て依頼を行った｡その際(自由意志に基づく無記名
の調査であること､回答にかかるおよその時間､∴個人が特定されないようデータを
･.it扱うこ七､.本研究以外でデ丁タLを使用しない等を功記した｡
言 ミまた､r研究者の所属する大学の倫理委員会での審査を受けた｡i.
･4.1､結果及び考察し～.､_バ し .I-/jL.㌔.,､ー⊥
-1調査票の回収数;回収率は 196(45.1%)であ.り､tそのうち有効回答数は 192(44.1%)
であった｡ .∴∴∴ ∴二
1)個人属性
-平均年齢は33こ8歳･(sI)=5:0)であっ'たふJ'幅は､･25歳から53歳までで(最も多かっ
たのが36歳で22人(11･5%)いた㌻20歳代が･22:5%㌻30歳代が64.9%､40歳代が12.1%､
50歳代が10.5%であった｡ Ii
性別は､女性が180J人(93‥8%)7-･男性が-1軍で人(6･-3%)で奉った｡ i_ヽ†-I～
大学で?助手とIt;ての経験年数はJ平均 3.1年 (SD-I.7).で.･一最も勲 丁のが2年目+.･1
40人(20.9%)･r-次いで3年目39人(20.4%)､4年目39人(20.4%)i-l午p-37人(19.3%)ヽ
であった｡5年目まで五91:6軽 率った｡最も畢い八はlP年目1人(0.5%)であった｡.,‖∴
// I(,Iっぽラ〔億床経験は､ヰ均6二3年 (sD-3.8)‥で､最も多い人が3年35人(18.3%)､
'JJ 次いで5･*2軍人(14･7%)､4年26人(l摘 )であ元 ｡少ない人は0年1人(0･5%)､舟
､･長126季 2.A(1.擁)であった｡･増 員の経験時嘩らつきやミあるものの比較的浅く､臨床のi
経験は比較的豊富な対象であるといえるだろう-(図1)0
･T_,＼.LJ,/J_∴二 t L ,-I′ノ-ーV.,√
ぐ)-ji-.A.､ JI∫"Ilit:∴圭■二､-jri'lL二と圭リj:l 7 '人 -1
さ′J_､ r t ､ ､･JJ .‥ 二､1.㌧ .､.い こ巨
._バい _､′/ .//J､__.ヾ _ハl)i丁,rL ._ノ､
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t一 二 J L･ て -`( I r ~rH
教員養成講習の受講については､ある人が 26人(13.5%)であった｡主たる実習場所
での勤務経験については､ある人が39人(20.3%)であった｡
主に実習指導を担当する看護の領域について尋ねたところ､図 2のとおり成人系が
最も多く45人(23.4%)､次いで基礎系41人(21.4%)､母性22人(ll.5%)であった｡
･T-＼':ト､l･.HJ･:;∴ジ ル ･∫ノこ､:-i-,一 山 ､-1日.-)･lゝ′｣∴′､＼一 ､･(､′F､
tll′:.訂 ::.～.､ノ. ,E.I,!',:(,.項 iiY f言 :j1.＼-,.一､･ .,ノ∴ ノ. :′..､り
1クールの実習指導で担当する夷習場所 (病棟または施設)の数は､平均 1.8
(芦D=1･7)カ所であった｡最も多かった甲が ｢1カ所｣で 104人(55･0%)､次V,､で
r2カ所｣54人(28.6%)であった｡最も多くの場所を担当している'人は､･19三カ所であ
った｡又､実習指導場所の固定について尋ねたところ､｢固定している･｣,が最も多く､
i.･{:十 .124人(64.6%)であり､･次いで ｢固定していない｣が57人(2917%)であった∴
.､ー＼一ゴ二､) t∴′J＼ ll､~'､､
2)研修先の属性
研修兎と大学とのつながりについては､最も多かったのが ｢大学設置者の系列の
一施設｣106件(55.2%)であった｡~,約 1で ｢全くちながりがない施設｣65件(33.9%)で
あった｡｢付帯施設｣は9件(4.7%)と少なかった｡
研修先と大学までの所要時間は ｢1時間以内｣が最も多く136件(70.8%)で､次い
で r,2時間以内｣40件(20.8%)で奉った｡r敷地内]は13件(6.8%)と少年く､公立の
施設を中心に近隣にあるいろいろな施設を利用しているのは､公立看護系大学の実
:5~
7
習場所の特徴といえるだろう｡
研修先の実習指導体制について尋ねたところ､図 3のとおり ｢実習指導者 (学生
担当として決められている人)｣が ｢実習期間中専任でいる｣は 19件(9.9%)と思っ
たより少なかった｡多くが ｢業務と兼務でいる｣143件(74.5%)であり､｢いない｣が
24件(1g.5%)あった｡
口①実習期間中は学生指導を専任とする実習指導者がいる□②業務と兼務で実習指導者がいる
ロ③実習指導者はいない ロ噂)その他
l･L ､J L LI
実習施設の指導者
いなし24､ト
- -
0% 10%t∴20% 30%-40%, 50% 60% 70%- 80% 90% 100%
図 3{実習施設での指導者の配置 (n-:191) ､
大学の実習の受け入れについては､｢数年来受け入れているJが最も多く 142件
(74.0%)であった｡｢全く受け入れていない｣31件(16.1%)もあり､常に実習場所を開
拓している公立看護系大学の様子がうかがえる｡
｢
3)研修の実施状況 ■一
t 房鹿を行っている人は 161人(8J3.9%)､行っていない人は28人(14.6%)であった｡
多くの助手が実習前に研修を行っていることが明らかになった0
研修を行 う理由については､｢研修システムはないが希望により行 う｣が最も多く｣1 F
95(49.5%)であった｡′二次いで ｢研修システムはなt､が上司の命令で行 う｣34(17.7%)
であった｡｢研修システムがあり行 うことになっている｣は 32(16.7%)いた｡研修を
しない理由としては ｢必要性を感 じない｣ll(39.3%)､｢時間的余裕がない｣8(28.6%)
であった乙 ＼ニ '- √-~ ト ト.
l ▲lニ
I▲4)i実習施設での研修r1 L' -
(1)研修目的 ー′ j i
研修を行っていると回答した者(161人)に対して､研修の目的を13項目挙げ､その中
から5件を指摘するよう尋ねたところ､次の表のような結果が得られた｡
( . i ･ ･ 1■ -- -･､~. -L ･ . ‥ ~･I
T に fゝj- ､1-r､ .I,J - ,-t＼､ 1 . し - ∴ 〕~卜 ,'3 月 ,
一一(＼ rTh 1,4 .
日'` / /-(､ て3りT, しま, 一 ･ ' ('〕~ 一
･1 ､ ' ＼ '.トーt _.＼∴､-"(､'･汀 ,'_.)･;､川 ､ 1- -
t J ､ ､Ll/-- 一`, ､ノ､ √＼I ､fy-i､ ｣ ユ ､
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二二l, 圭 表1∴ 研修の目臥 1-:ノAnA=Ll'i巨 ;i
:_'⑤;三㌔学生が参加牽きるキ学ネるゲラ塙面さ行事ご指導など(学習=d)機会)杏-S1-:㌻;-
,_1 F! ｢_ の .､ 7 -_｡_-∴-T,-=:I,_二
& { .I .' ヽ ■- T⊥÷93-T57.8-
②こ看護職員の日勤帯の業務を知るため6. 1-.A :.∴∴.,. 67二41.6
⑥_ナ大学として学生に体鹸させたいこと､.実習目的.内容を伝えるため○ 46-_､■28.6
p - OhLd N
-5-だ警学芸驚き照 ≡貴 意 ≡?g:苧環に ノ､;Y<,､ー"､†う〉_ゞ筆墨 箪 -:L二を ･主宰やJi 1'-
+@∴看諌実 践 申 中 を 技 帝 の . ン 1-:lti -才一<,;.譲墜 萱 要撃. I
登 簿 生鮮嘩串を棄畦 童顔麦藩 ~奉 拝寮享 LCーLT=-,公.`●>汚,:- /エT<-7V､小∵｢となや ,t.:jざニ'駁-草書するため∴茸 ご窯
~宰重曹 務め淡 立ちが学生をど うt受けと モC1,細 学生来由弥躍 -
…J⑬笠指導技術を高媒鋳た串毒察率 圭
し‥ '一一 }` ､ー (5件を選択)
:l､∫
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･.最も指摘が多かった甲は,r施設の特徴を知るj'1124'人(77:0%)であ呪 r次いや ｢学年
- が参加できる･学べる機会を把握する｣.120人(74.5%)(.r実習場所の人との関係を作る｣1
… iー18人(73.3%)壱あったi逆に指摘が少なかったのは､｢指導技術を高めるため｣-14人
, (8.7%)､,｢実習場所の人草ちの学生の受けとめの把握｣16人(9.9%)(A｢指導を受けるた
めに適当な人材の把握十23人(14･3%)､｢学生が指導を受けるために適当な人材の把握｣1
23J大(i4二50/a).｢多くの人の学生人の関心を高め′るため｣～26人(16-.1%)であうたこ
研修目1的として重要視されていることは､施設の特徴を知り､-どのようなケア等が
~ーtー′ざれているかを把握することで毎り､藩 っ自分を知ってもらい施藷の人との関係を築
くことであると考えていることがわかった｡いっぽう､教員が積極的もち現場の中に人
工 -.-万実習指導者申 年らず現場か 移 く玖 滋ぺ魂 き痛 盲適して､人如 細 や
n身の技術力.指呼力の向上をH的としている人は少ないことがわかった｡
次に､~属性一(個人･研修先)と研修目的にづいてグロズ集計を行亘 ~■'左2検定を行っ
てみた｡その結果､助手の教員経験年数におY､で ｢学生が参加できる∴学習できる機
:i;ti会の把握｣とt｢実習碍導者のみな､らずスグッ7位対して､ノ薫製三関中を持ってもらう｣/一~-
(告 の2項目に?早耳5%水準で有意差やミ界,6:れた｡｢研修先でq)助手甲勤琴経験の有無におl-～､ー
いて ｢指導技術を高める｣についてのみ5%水準で有意差が見られた｡実習施設の実習
指導者の有無において ｢指導方針がずれないように施設側と打ち合わせる｣について
5%水準で有意差が見られた｡また､研修先の大学生受け入れの有無において ｢看護職
員の日勤帯の業務を知る｣と ｢大学として学生に体験させたいこと､実習目的 ･内容
を伝える｣の2項目について5%水準で有意差が見られた｡以上のことから､属性 (個
人 ･研修先)と研修目的の捉え方について､特徴的な関連はあまり認められなかった｡
表2 研修の目的と属性との関連
項目 教員経験年数 勤務経験 実習指導者 大学生の受け入れ
① 病院.病棟などの施設の特徴を理解する.
(診 看護職員の日勤帯の業務を知る. *
③ 学生が指導を受けるためた適当な人材(モデルとなるナース
など)を把握する○
④ 学生が体験すると予測されるケアなどを事前に体験してお
く○
⑤ 学生が参加できる.学べるケア琴面､行事､指導など(学習 *の機会)を把握する○
⑥ 大学として学生に体験させたいこと､実習目的.内容を伝え *る○
⑦ 指導方針がずれないよう施設側と打ち合わせる(実習目標 *の共通理解､学生へ求めるものが高くなりすぎないように)○
(参 教員と実習指導者との学生指導に関する役割を調整する○
(9 看護実践能力を取り戻す(看護技術のカン､看護観の明確
_化など)○
⑩ 指導拝術を高めるO *
⑪ 実習場所の人たちとの関係を作る○
⑫ 実習場所の人たちが学生をどのように受けとめているか(早
⑱ 実習指導者のみならずスタッフに対して､学生に関心を持つ *
*:P<0.05
(2)研修内容
研修目的 13項目について､それぞれどのようなことを行っているか該当する再′7㌔を
すべて指摘してもらった.以下に､目的ごとに指摘の多かった上位5項目を列IT･:･1-るo
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表3 日的 :｢病院･病棟などの施設の特徴を理解するため｣に行っていること n=124
項 目 #&. %
② 病院t病棟などの施設.設備く物品.備品.構造も含め)知る 104 83.9
①一病院.病棟などの施設の概要(たとえば病院の理念､病院の機能､ 97 78.2看護部門の方針.目標)を知る
④ 学生が記録する場所.荷物置き場.ロッカー .休憩場所などを知る 84 67.7
@ 学生が実習中出入りする関連部署の場所.行き方を知る 75 60.5
⑤ 看護職員の勤務体制(看護体制､人員､シフト)を知る 44 35.5
施設の特徴を理解するために行うこととして､建物の構造や設備面の理解や施設の理
念 ･機能面の理解といった概要をつかむことが多く挙げられた｡
表4 日的:｢学生が参加できる･学べるケア場面､行事､指導など(学習の機会)を把握る
ため｣に行っていること n=120
項 目 件数 ●●
(参 実習場所で行われている主な検査.ケアなどに参加する 66 55.0
(罫 実習場所に出入りしている人的資源(医師.栄養士.検査技師りハビ 51 42.5リ.SWなど)を知る
⑩ 実習場所で使われているもの(記録類､オーダーシステム､看護用異な 49 40.8ど)を知る
⑥ 業務の流れ.1日のスケジュー ルを知る 40 33.3
⑪ 看護職員のケアの状況(看護実践能力､モデルとなるナースなど)を知 38 31.7
実習中学生が体験できそうな事柄を把握するために行うこととして､検査 ･ケア-の参
加､関係をもちそうな人的資源の把握､使いそうな物的資源の把握が多く挙げられた｡
表5 目的 :｢実習場所の人たちとの関係を作るため｣に行っていること n=118
⑳ スタッフと親しくなる､顔なじみになる 96 81.4
⑩ 実習指導者と親しくなる､顔なじみになる 82 69.5
⑳ 患者と親しくなる､顔なじみになる 41 34.7
⑳ スタッフや実習指導者の看護の考え方を知る 40 33.9
実習場所の人たちとの関係作りのために行うこととして､スタッフおよび実習指導者と
親しくなることが多く挙げられた｡実習の指導体制を作っていく上で重要人物と捉えてい
るのであろう｡患者と親しくなることも指摘されたが､ナースたちとの関係づくりと比較
すると指摘数は半分と少なかった｡
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表6 日的:r学生が体験すると予測されるケアなどを事前に体簾しておくため｣に行っているこ
と -n=93
項 目. 件数 ■%
⑧ 実習場所で行われている主な検査.ケアなどに参加する _ 71 76.3
⑩ 実習場所で使われているものく記録類､オ｢ダーシステム､看護用異な 35 37.6ど)を知る
⑥ 業務の流れ.1日のスケジュー ルを知る 32 34.4
⑪ 看護職員のケアの状況(看護実践能力､モデルとなるナースなど)を知 25J-26.9
学生が体験するケア等について事前に把握しておくために行われることとして､ケア等
に参加すること_について最も指摘が多かった｡指摘数として多くはないが 4番目に ｢スタ
ッフ同様に業務を行う｣についての指摘もあった｡実際に現場で行われていること､現場
で大切にされている看護を理解する上では､教員が現場に入り込んで看護実践することが
有効な方法なのであろう｡
表7 日的 :｢看護職員の日勤帯の業務を知るため｣に行っていること n=67
項 目 件数_._0^
⑥ 業務の流れ.1日のスケジュー ルを知る 61 91.0
⑤ 看護職員の勤務体制(看護体制､人員､シフト)を知る 46 68.7
⑩.実習場所で使われているもの(記緑類､オーダーシステム､看護用異な 19 28.4ど)を知る
⑦ 実習場所に出入りしている人的資源(医師.栄養士.検査技師.リハビ _13 19.4リ.SWなど)を知る
看護職員の日勤帯の業務を把握するために行われることとして､｢業務o),流れ ･1日のス
ケジュールを知る｣ことが1番に挙げられた｡そのほかに ｢勤務体制を知る｣が挙がった｡
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表8 日的 :｢大学として学生に体験させたいこと､実習目的･内容を伝えるため｣に行って
いること n=45
項 目 件数 %
⑬ 実習要項の内容にpついて説萌し､実習の目標を伝える 34 75.6
⑭_.指導方法の打ち合わせ(実習の進め方､ケアへの参加の仕方､看護計 28 62.2画の立て方.兵施､事故の-際 対処､報告d)仕方)
⑯ 学年に関する情報碍供(大学での学習内容､実習へのレディネス､学 - 19 42.2生の興味など)
⑳ スタッフと親しくなる､顔なじみになる 9 20.0
⑰.教員.が指導スタンネをつかむ(実習指導者との役割の持ち方､誰を通 8 17.8
大学として施設側-大学の意向 ･考え方を伝えるために行われることとして､｢実習要項
の説明｣｢指導方法の打ち合わせ｣が挙げられた｡学生を受け入れる立場でどのような考え
や関心があるかを把握することについての項目である ｢スタッフ ･指導者の看護の考え方
を知る｣や ｢師長の実習-の関心 ･関与の程度を知る｣についての指摘は少なく上位 5位
に入らなかった｡
表9 日的 :｢指導方針がずれないよう施設側と打ち合わせるため(実習目標の共通理解､
学生へ求めるものが高くなりすぎないよう)｣に行っていること n=45
項 目 度数 %
画の立て方.実施､事故の際の対処､報告の仕方)
⑬ 実習要項の内容について説明し､実習の目標を伝える - 27 60.0
⑬ 学生に関する情報提供(大学での学習内容､実習へのレディネス､学 27 60.d_生の興味など)
⑱ 受け持ち患者の候補をあげる 13 28.9
指導方針がずれないようにするため行われることとして､｢指導方法の打ち合わせ｣tが1
番に挙げられた｡｢スタッフ ･指導者の看護の考え方を知る｣が5番目に多く指摘された｡
指導方針の打ち合わせは､一方的に大学の意向を伝えても上手くいかないと考えられるた
め､大学の意向の説明 ･学生の状況の説明と同時に実習場所の人たちの看護の考え方を把
握しておくことや管理者である師長 (責任者)に実習-の関心を高めてもらうような働き
かけも重要と思われる｡
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表10 日的 :｢教員と実習指導者との学生指導に関する役割を調整するため｣に行っている
こと n=43
項 目
⑭ 指導方法の打ち合わせ(実習の進め方､ケアへの参加の仕方､看護計 24 55.8画の立て方.実施､事故の際 対処､報告の仕方)
⑰ 教員が指導スタンスをつかむ(実習指導考との役割の持ち方､誰を通 _19 44.2じてどのように関わるかなど)
⑯-学生に関する情報提供(大学での学習内容､実習へのレディネス､学 14.32.6生の興味など)
⑬ 実習要項の内容について説明し､実習の目標を伝える 13 30.2
実習指導者との指導の役割調整として行われることとして､｢指導方法の打ち合わせ｣が
1番に挙げられた｡また､実質的な調整がとれるように ｢教員が指導スタンスをつかむ｣
ことも重要であるし､｢学生に関する情報提供｣｢実習要項の説明｣を通して実習指導者に
何をしてほしいか､どのように学生に関わってほしいか､どのように学生を両者で支えて
いくかについて話し合って調整をしていると考えられる｡
表11 日的 :｢実習指導者のみならずスタッフに対して､学生に関心を持ってもらうよう
にするため｣に行っていること n=26
項 目 件数 %
⑳ スタッフや実習指導者の看護の考え方を知る 16 61.5
⑳ スタッフと親しくなる､顔なじみになる 14 53.8
⑳ 師長の実習への関心.関与の程度を知る 13 50.0
⑯ 学生に関する情報提供(大学での学習内容､実習へのレディネス､学 9 34.6生の興味など)
実習指導者 ･スタッフに対して学生-の関心を持ってもらう働きかけとして行われてい
るのは､｢スタッフ･実習指導者の看護の考え方を知る｣が1番に挙げられた｡やはり､教
員は師長 (責任者)の存在が重要と認識しており､｢師長の実習-の関心 ･関与の程度を知
る｣が3番目に多く指摘されていた｡
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表 12 日的 :｢看護実践能力を取り戻すため(看護技術のカン､看護観の明確化など)｣
に行っていること n=24
項 目 件数 %
⑧■実習場所で行われている主な検査.ケアなどに参加する 15 62.5
(勤 スタッフ同様に看護業務を行う ll 45.8
⑩ 実習場所で使われているものく記録類､オーダーシステム､看護用異な 8 33.3ど)を知る
⑥ 業務の流れ.1白のスケジュー ルを知る 8 33.3
⑪ 看護職員のケアの状況(看護実践能力､モデルとなるナースなど)を知 7 29.2
看護実践能力を取り戻すために行われることとして､｢主な検査 ･ケア-の参加｣や ｢ス
タッフ同様に看護業務を行う｣が挙げられた｡｢患者と親しくなる･顔なじみになる｣は上
位 5以内に入らなかった｡
表 13 日的 :｢学生が指導を受けるために適当な人材(モデルとなるナースなど)を把握する
ため｣に行っていること n=23
項 目 件数 %
⑩ 看護職員のケアの状況(看護実践能力､モデルとなるナースなど)を知 17 73.9る
⑫ スタッフ間の関係性(指示系統)を知る 10 43.5
⑧ 実習場所で行われている主な検査.ケアなどに参加する 6 26.1
⑨ スタッフ同様に看護業務を行う 5 21.7
⑦ 実習場所に出入りしている人的資源(医師.栄養士.検査技師.リハビ 5 21.7
学生が指導を受けるために適当な人材を把握するために行われることとして､｢看護職員
のケアの状況｣が1番に挙げられた｡｢スタッフ間の関係性を知る｣については､スタッフ
の中で影響力を持つ人や誰にどのように働きかけたら良いのかについて把握するために重
要であると考えられる｡
表 14 日的:｢実習場所の人たちが学生をどのように受けとめているか(学生への関心の
程度､受け入れの気持ち)把握するため｣に行っていること n=16
項 目 件数 %
⑳ スタッフや実習指導者の看護の考え方を知る ll 68.8
⑳ 師長の実習への関心.関与の程度を知る 7 43.8
⑩ 実習指導者と親しくなる､顔なじみになる 5 3一.3
⑯ 学生に関する情報提供(大学での学習内容､実習へのレディネス､学 4 25.0生の興味など)
13
実習場所の人たちが学生をどのように受けとめているか把握するために行われることと
して､｢スタッフ･実習指導者の看護の考え方を知る｣が1番に挙げられた｡｢患者と親し
くなる･顔なじみになる｣は上位 5位内に挙げられなかった｡実習場所の人たちとして実
習指導者 ･スタッフ･師長が主にイメージされているように思われる0 患`者'が実習のた
めにやってくる学生をどのように受けとめているかについては､考えの外にあるのか､施
設の人を介してつかむことと捉えているのかわからないが､今回の調査では重要祝されて
いないことがわかった｡
表15 日的 :｢指導技術を高めるため｣に行っていること n=14
項 目 件数 %
⑪ 看護職員のケアの状況(看護実践能力､モデルとなるナ-スなど)を知る 5 35.7
⑳ スタッフや実習指導者の看護の考え方を知る 5 35.7
⑨ スタッフ同様に看護業務を行う 4 28.6
⑩.実習場所で使われているものく記録類､オーダーシステム､看護用具な 4 28二6ど)を知る
⑰ 教員が指導スタンスをつかむ(実習指導者との役割の持ち方､誰を通じ . 4 28.6
教員が指導技術を高めるために行われることとして､｢看護職員のケアの状況｣｢スタッ
フ･実習指導者の看護の考え方を知る｣といった人的資源の活用のためになされることや
｢実習場所で使われているものを知る｣といった物的資源の活用になされることが挙げら
れた｡また､｢スタッフ同様に看護業務を行う｣や ｢指導スタンスをつかむ｣といった教員
自身が看護実践力 ･指導力を高めるためになされることが挙げられた｡全体に指摘数が少
ないので指導技術を高めるために重要視されている内容ははっきりしない｡
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(3)研修方準
研修の時間帯を尋ねたところr日勤帯ずっと｣が最も多く106人(65.8%)であった｡
次いで ｢午前中｣28人(17.4%)であり､これらが主なもので_bった.
研修の間隔については､｢週 112回｣が85人(52.8%)､｢週3-4回｣55人(34.2%)､
｢毎日｣3(1.9%)であった｡述べ回数 (日数)は､5回までが72.6%を占め､平均4.8
回(SD=4.3)であった｡最も多い回数が2回で38人(26.0%)であった｡実習前いつごろ
から研修に人為か尋ねたところ､4週間前までに74.8%の人が研修を始吟ていた.平
均4.9週(SD=5.9)であった｡最も多いのが2週間前で35人(25.2%)であった｡これら
のことより､実習開始から遡って1ケ月以内に集中して研修に出ていることがわかっ
た｡また､研修をどのように行っているかについては､表の通り ｢日勤のスタッフナ
ースとペアを組んで患者に関わろ･見て回る｣が最も多く47人(29.2%)､次いで ｢実
習指導者とペアを組んで患者に関わる･見て回る｣で45人(28.0%)であった｡また､
｢単独でフリー に見て回る｣人も43人(26.7%)おり､｢単独で受け持ち患者を決めて
患者に関わる｣も10人(6.2%)あった｡
表16 研修の主な方法 n=161
(か~スタッフ(その日勤務していたナ-ス)とペアを組んで患者に関わる.見 47~29.2て回る
② 実習指導者(それに準ずる人)とペアを組んで患者に関わる.見て回る 45 28.0
③ 単独でフリー に見て回る 43 26.7
④ 単独で受け持ち患者を決めて患者に関わる 10 6.2
無回答 - 16 9.9
(4)研修の評価
①研修は必要と思うか
行った研修について､実習前に行う必要があったかどうか尋ねた結果が次のグラフで
ある｡｢大いにあった｣としている者が117人(72.7%)と最も多く､次いで▲｢ややあっ
た｣25人(15.5%)であった｡｢あまりない｣｢まったくない｣と否定的に回答していた
のは併せて2人(1.2%)であった｡概ね研修は必要であると考えているようである｡
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あまりない2 全くない0 ロ①大いにあった日②ややあったo③どちらともいえないどちらともいえない6
-.t'ノ &J､汀p-∫
デ､駁軽塗
②研修は役に立ったと思うか
行った研修について､実習に役だったかどうか尋ねた結果が次のグラフである｡｢大
いにあった｣としている者が92人(57.1%)と最も多く､次いで ｢ややあった｣37人
(23.0%)であった｡｢あまりない｣｢まったくない｣と否定的に回答していた者はいな
かった｡研修は役に立ったと捉えているようである｡必要性と比較すると､｢大いに
あった｣とする者が若干減少する傾向が見られた｡
ない･全くない0 口①大いにあったE3②ややあった
ロ③どちらともいえない
□④あまりない
■⑤全くない
ロ 無回答
ややあった37 図5 研修の役立ち
(参必要がなかったと思う研修内容
23項目挙げた研修の内容の中で､行う必要がなかった項目について3つまで指摘し
てもらったところ､次の表のような結果であった｡少数の助手から11件について不
要だったという指摘があった｡実習領域や実習施設によって､実習準備の進め方には
違いがあると思われるため､また､研修中に行う内容として何を含めるかによってと
らえ方が異なってくると思われるため､一概に不要とは言えないだろう｡
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表16 行う必要がなかったと思う研修内容
n=161(回答者153人) 件数
⑬ 実習要項の内容について説明し､実習の目標を伝える 4
⑯ 受け持ち患者の候補をあげる 3
⑱ 他教員の学生指導に参加する(見学を含む) 3
⑫ スタッフ間の関係性(指示系統)を知る. 2
⑮ 学生に由する情報提供(大学での学習内容､実習へのレディネス､学生の興味 2など)
③ 学生が実習中出入りする関連部署の場所.行き方を知る 1
⑧ 実習場所で行われている主な検査.ケアなどに参加する 1
(9 スタッフ同様に看護業務を行う 1
⑪ 看護職員のケアの状況(看護実践能力､モデルとなるナ-スなど)を知る 1
⑭ 指導方法の打ち合わせ(実習の進め方､ケアへの参加の仕方､看護計画の立 1て方.実施､事故の際の対処､報告の仕方)
⑳ 患者と親しくなる､顔なじみになる 1
① 病院.病棟などの施設の概要(たとえば病院の理念､病院の機能､看護部門の 0方針 目標)を知る
② 病院.病棟などの施設.設備(物品.備品.構造も含め)知る 0
④ 学生が記録する場所.荷物置き場.ロッカー.休憩場所などを知る 0
⑤ 看護職員の勤務体制(看護体制､人員､シフト)を知る ◆ 0
⑥ 業務の流れ.1日のスケジュールを知る 0
(∋ 実習場所に出入りしている人的資源(医師.栄養士.検査技師.リハビリ.SWな 0ど)を知る
⑩ 実習場所で使われているもの(記緑類､オーダーシステム､看護用具など)を知 0る
⑰ 教員が指導スタンスをつかむ(実習指導者との役割の持ち方､誰を通じてどの 0ように関わるかなど)
⑩ 実習指導者と親しくなる､顔なじみになる 0
⑳ スタッフと親しくなる､顔なじみになる 0
⑳ スタッフや実習指導者の看護の考え方を知る 0
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表18 研修の目的の重要度と属性との関連
項目 塩床種族年数 -施設のつながり 実習遇数 実習指導者
(か 病院.病棟などの施設の特徴を理解する.
② 看護職員の日勤帯の業務を知る○ * 辛
③ 学生が指導を受けるために適当な人材(モデルとなるナース
など)を把握する○
④ 学生が体鞍すると予測されるケアなどを事前に体験してお * **く｡
⑤ 学生が参加できる.学べるケア場面､行事､指導など(学習
の機会)を把握する.
⑥ 大学として学生に体験させたいこと､実習目的.内容を伝え
る○
(∋ 指導方針がずれないよう施設側と打ち合わせる(実習目標 * *の共通理解､学生へ求めるものが高くなりすぎないように)｡
⑧ 教員と実習指導者との学生指導に関する役割を調整する｡
⑨ 看護実践能力を取り戻す(看護技術の力ン､看護観の明確
化など)｡
⑩ 指導技術を高める○
⑪ 実習場所の人たちとの関係を作る○
⑫ 実習場所の人たちが学生をどのように受けとめているか(早
生への関心の程度､受け入れの気持ち)把握する.
⑱ 実習指導者のみならずスタッフに対して､学生に関心を持つ
*:P<0.05､**:P<0.01
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(参 自分の指導力を向上させる上で必要と思うこと
自身の指導力を向上させるために必要なこと･あると良いこと｣として自由記載を
求めた｡その結果 108人から回答が得られ､その内容を整理し､表のようにまとめた｡
表19 自分の指導力を向上させる上で必要と思うこと
カテゴリー サブカテゴリー なまえ(キーワード) 件敬 具体的記述の例
個人的努力 看護実践能力 看護実践力 15 看護実践を続ける.実践の感覚を失わない
看護租 8 看護観を明確にする､看護に誇りを持つ
路床経験 7_実習場所での臨床経験､経験を積む
看護過程展開 2 看護理論を活用する力､看護過程の理解
ロー ルモデル 2 学生に対し見本となる
自己研鏡(学習) 知識を得る ll 最新の知識を得る､医学.看護p)変化に遅れない
自己学習 7 日々学習する､痩求心を持って自己学習する
人間性 6 向上心､豊かな人間性
教育能力 指導の具体 23 学内の学習が結びつくよう指導､個々の学生に応じた指導
学生の理解 21 学生の心理状態の把握､レディネス
現場 理解 19 現象を分析する力､現場から学べる事を明確
関係調整 10 学生一指斗著聞の調整､場の交渉方法を知る
指斗経験 6 指斗経験を積む
指年税 2 措辞観.教育観を明確にする
学びの*会を得る.作 学習する機会 研修 29 臨床での研修
講習会 ll 教員養成講習
学会.研究会参加 5 研究､勉強会への参加
システム 4 学会へ参加できる体制
客観視する機A= 振り返り 13 指導の振り返り
評価 13 上司の評価
時間 5 時間的余裕
先達者からの教え 上司の教え 18 単位認衰者と相談他教員からの教え 他教員のアドJくイスを受ける
大学としての仕組み作り 教員の相互理解 教員間の話し合い 2ー 教員の交流､話し合い
講座内での理解 6 領域内での意見交換.情報交換
教員の能力を活かすしくみ 教員の専門性を活かす 3 専門性を活かした指導体制OJT OJT
連携のしくみ 連携の強化方法 30 共同研究
ユニブイケ-シヨン 9 ユニフイケ-シヨンシステム
実習施設の選択 2 実習場所が大学から近い
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必要と思うことの中には､実習施設での研修が数多く挙げられていた｡表現とし
ては ｢臨床の感覚を失わない｣であったり､｢臨床経験を積む｣であったり､｢臨床で
の研修を行う｣であったり､様々だった｡研修以外の内容も多く挙げられており､今
回は､【個人的努力】【学びの機会を得る･作る】【大学としての仕組み作り】の3つの
カテゴリー に集約した｡
【個人的努力】のカテゴリー は ｢個人レベルで努力できること｣として自己研鎖し
続ける努力や看護実践能力および教育力 ･指導力を磨く努力などにまとめた｡【学びの
機会を得る･作る】のカテゴリー は ｢日常あるいは周囲にある学習の機会を活用する
こと｣として学習する機会や客観視する機会の上手な利用や先達者からの教えを得る
などにまとめた｡【大学としての仕組み作り】のカテゴリー は ｢個人レベルではできな
い組織的な体制作り｣として教員相互の理解や個々の教員が持つ能力を活かすしくみ
作りや連携のしくみ作りなどにまとめた｡
実習での指導力を向上させる方策の中で､助手の立場ではなかなか積極的に働きか
けにくいこととして､教員間の相互理解を深める機会を組織的に作ることや､実習施
設での指導体制作りや､実習施設と大学との関係を作り･深める仕組み作りが挙げら
れるだろう｡それらの側面については､実習担当の責任者である教授やそれに準ずる
立場の教員が学部 ･学科の課題として投げかけ､改善できるところを改善し､新たな
試みや工夫を行う努力が必要なのではないだろうか｡いっぽう､個人レベルできるこ
ととして挙がっているような努力は誰に言われなくても行うのは当然であろうし､教
員として自己研鎮しっづけることは教える立場にあり続けるために必要不可欠な行為
であるだろう｡さらに､学習の機会を与えられることを待つばかりでなく､助手が自
ら上司や周囲-積極的に働きかけて機会を作ることも大切なことだと考える｡
以上のことを総括すると､実習指導のために教員が指導力を向上させる上で､実習
施設で行う研修は大変重要である｡学生を直接指導する立場の教員が指導力を問われ
るのは､学生が流動的な看護実践現場の中で､いかに患者 (看護の対象者)-の適切
な看護を理解し実践できるかではないだろうか｡そして､教員に求められているのは､
学生が看護を実践できるようになるために､ナースに実践を示してもらったり教員自
身が示したり､学生が自ら学習行動がとれるように導くことではないだろうか｡その
ための準備として実習施設での研修が必要なこととなり重要視されてV_､ると思われる｡
しかしながら､実習施設で行う研修をどのように位置づけるかによって研修で重視す
ることが変わってくると思われる｡学生が実習に入る前に教員が先に現場に適応して
いる事を最優先に考え､大学と現場との実習の捉え方がずれないことや指導方針がず
れないこと等の最低限の共通認識を得るということに価値を置くとすれば､現在実施
されている研修の目的 ･内容で良いと思われる｡しかし､さらに大学と現場の連携が
とれ､整った指導体制のもとで実習を展開する事を最優先に考え､具体的な指導方法
の調整や実習に関わる人々との役割の調整､教員自身の指導技術の向上､実践力の向
上を研修の価値として置くならば､現行の研修目的 ･内容では不十分なのではないか
と思われる｡研修がもっと有意義なものになるためには､研修をなぜ行うのかという
意義や位置づけを明確にした上で､目標の設定や内容 ･方法の設定をする必要がある
のではないだろうか｡もう少し幅広い捉え方で､研修をする助手の希望やニーズに対
応できるrような研修を行うことを提案していきたい｡
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Ⅲ 実習施設で行われる実習前研修のための研修ガイドの作成
1.研修のあり方
質問紙調査の結果､研修を行う第一の目的が実習場所になじむためであった｡
現在の研修の状況は､｢具体的な学生指導のための調整や環境作りのため｣というより｢教
員の現場適応のため｣になっているように思われる｡研修の目的として､実習指導のため
に､､指導の具体的内容を実習指導者やスタッフの方たちと詰めること､スタッフの持って
いる能力をどのように活用できるか見極めることについての重要性は若干薄らぐようであ
る｡また､教員自身が役割を明確化することや磨かなければならない臨床能力を向上する
ことについての重要性も薄らぐ傾向がある｡研修の目的として､どれを重視するかについ
ての重み付けが教員個々により異なっている可能性があるといえよう0
経験が浅い教員の場合､目先の現場-の適応のみに目が向きがちである｡それは当然で
ある｡教員によっては実習前に行う研修は慣れるために絞っておいて､クールの実習が繰
り返し行われる中で､実習しながら指導者と指導の具体的調整や役割調整をしているのか
もしれない｡そうであれば､それでよいのだが､問題は､適応のみで研修が終わり､指導
の調整が行われないまま実習が展開され終了してしまう場合である｡どんなに短期であっ
ても学生にとっては一期一会の重要な実習である｡学習効果が最大限あがるように準備さ
れて実習が行われる必要があることを考えると､教員は ｢効果的な研修｣を行うために､
単なる適応のみでなく､指導上起こりうる問題に対処できるよう予測をして事前に現場の
スタッフや指導者と調整を行っておく必要があると考える｡したがって､効果的な実習を
行うために次のような研修目的 ･方法を考えた｡
【第1の目的･方法】:教員の現場適応 ;実習直前2･3週に週 1･2回､計2･3回程度行く (過
去に実習指導経験､臨床経験があれば1･2回で十分かもしれない)
【第2の目的 ･方法】:指導に関する具体的な情報交換､指導役割の調整､指導上の問題点
の把握と対処法 ;実習前1ケ月位に週2-3回､計6･8回程度行く
【第3の目的 ･方法】:教員の臨床能力の向上 ;通年で定期的に現場での経験を積む (個人
のスケジュールに合わせて予定を組む)
【第4の目的 ･方法】:教員の指導技術の向上 ;通年で他教員の実習指導があり自身は指導
がない時期に研修として指導に参加する経験 (カンファレンスの進め方､面接場面､記録
-のコメント､スタッフとの関係調整の方法など学ぶ)
その他､-研修と併せて行うと良いと考えられることとして次の7項目を挙げたい｡
① 学生から指導についての評価を受ける
② 上司から指導についてのスーパーバイズや評価を受ける
③ 同僚からアドバイスを受ける機会を設ける
④ 講座内で指導について方針を確認､事例検討など問題事例の検討会を通して指導を
客観視し､自分の指導傾向や課題を明確にする
⑤ 講座を越えて実習指導に関してサポー ト体制､学習する機会 (講習会 ･研修会など)
を設ける
(む 研修や学会や講習会-出られるようなスタッフやスケジュールの調整
⑦ 大学と臨床との自由な出入りが可能となる､関係強化のシステム作り (ユニフイケ
-ション､共同研究など)
これらを基に､研修モデルを作成する｡
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2.研修モデルの作成
????????????????ッ?
研修モデルの図式化
指導経験が
ある教員
初めて指導
を行う教員
実習施設で行う研修について､研修目的を軸にモデル図として表したものがこの ｢研修
モデルの図式化｣である｡初めて実習指導を担当する教員は､指導の基盤となる施設のス
タッフとの関係づくりからスター トし､施設の状況把握と環境づくり､実習要項に沿って
実習が展開されるように調整をしていく｡経験のある教員が研修する場合は､関係づくり
等は踏まえた上で､指導上の役割の調整や､教員の個性を生かした指導スタイルの確立に
重点に置いて研修を行うことにより効果的な研修になると考えた｡
そして､このモデルを基に研修に役立つ情報を集約して ｢研修ガイド｣を作成すること
にした｡
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3.研修ガイ ドの内容
1)タイ トル
実習指導の準備のために実習施設で行う研修 ｢2003年版研修ガイ ド｣
(本報告書巻末に添付の ｢2003年版研修ガイ ド｣を参照)
2)構成
A4版冊子体 カラー 本文6ページ A3版折り込みチェックリスト付き
3)研修ガイ ド作成の背景およびねらい
臨床実習指導の前に看護教員が行う準備は種々あり､そのなかでも実習施設での研修は
多くの教員が実施している｡このような研修は教員あるいは講座単位で独自に工夫され行
われているが､そのスキルは公開されていないのが現状であり､文献検討においても実習
指導の準備のために実習施設で行う研修について該当するものは見当たらなかった｡この
ことから､実習施設での研修に役に立つ情報を ｢研修ガイ ド｣として集約し明文化するこ
とは有用であり､教員として初めて実習指導を担当する教員はもちろんのこと､これまで
実習指導を行ってきている経験のある教員にとっても､研修ガイ ドを用いることにより､
実習指導前の準備として行う研修が効率よく効果的にできるのではないかと考えられた｡
本研修ガイドは､｢どんな準備をしてどのように研修を行ったらよいのか｣の疑問に答え
られるよう指南的意味を込めて編集している｡しかしながらあくまでガイ ドであるので､
従来の研修方法を否定するものでも､新しい方法を強制するものでもない｡したがって使
用するにあたっては､このガイ ドを参考にして､各教員が各自の必要に応じ目的を定め､
それにふさわしい内容と方法を選択し研修を実施していくことが望ましいと考える｡研修
が充実し､実習指導に活かされ､よりよい看護学実習が展開されることが､この ｢研修ガ
イド｣作成の本来のねらいである｡
4)研修ガイ ドの対象者
研修ガイ ドの対象者は､初めて臨床実習指導を担当する教員 (たとえば新任の助手)か
ら､これまで実習指導を行ってきている経験のある教員まで､実習指導の準備のために実
習施設で行う研修が必要と考えているあらゆる教員である｡対象が必要に応じて自分の目
的に合わせ使用できるよう工夫している｡
5) 研修する時期
(1)研修ガイ ドを使用する時期
作成にあたって念頭に置いた研修ガイ ドを使用する時期として､使用を開始する時期は
少なくとも研修に入る2-3週間前に一度目を通し､まず内容のうち｢研修に入る前の準備｣
の項目で必要と思われるものに着手するとよい｡次に研修ガイ ド全体を読み自分の必要と
する研修をイメージして､その研修目的にあった計画を立てたうえで研修にはいることを
お勧めする｡とくに新任の教員は､研修ガイ ドにある ｢研修の方法｣および ｢研修のすす
め方｣のスケジュールに合わせて研修前から研修中にかけ研修のマニュアルとして使い､
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チェックリストも活用していくことで抜けのない研修をおこなうことができるよう作成し
ている｡
(2)研修する時期および期間
研修する時期は､たとえば施設に適応することを目的とするのであれば実習直前 1-2
週間前から現場に入り､自分の到達度に合わせ週 1-2回のペースで､計2-3回程度研修
を行うとよい｡また指導技術の向上や臨床能力の維持向上を中心とした研修目的にするの
であれば､通年で定期的に現場での経験を積む方法がよいと考えられる｡
このように､対象が必要に応じ自分の目的に合わせ､研修ガイ ドをどう使っていくか最
初に予定を立てることが活用のポイントとなる｡
6) 研修ガイ ドの構成と内容
研修ガイ ドは､大きくわけて ｢研修に入る前の準備｣､｢研修の目的｣､｢研修の方法｣､｢研
修のすすめ方｣､｢研修を行う上での留意事項｣､｢研修チェックリスト｣の6つの項目から
なる｡以下に､それぞれの項目についての概要を記す｡
(1)研修に入る前の準備
この項には､臨床実習施設に実習の許可を得るため､初めて施設を訪問する時の入り方
から､新任の挨拶､公文書の提出方法や､教員側の諸準備など､実際の研修に入る前の段
階で必要と思われる事項をリストアップしている｡
(2)研修目的
実習指導の準備のために実習施設で行う研修としての目的を5段階で明記した｡新任教
員と経験のある教員では重点の置き方が異なると考えられ､その点を区別している｡
① 看護師長､実習指導者をはじめとする施設のスタッフに､学生を受け入れてもら
う働きかけができるような関係性をつくる｡
② 実習施設の状況を把握し､指導に役立つ環境作りができる｡
③ 看護師長､実習指導者と話し合いを持ち､実習要項に沿った指導が行われるよう
調整ができる｡
④ 教員と実習指導者の役割を明確にし､どのように指導を分担し行っていくか具体化
する｡また､施設と一体となって実習が展開されるような準備ができる｡
⑤ 第三者の意見をもらいながら指導スキルの向上を目指し､自分の指導スタイルを
確立できる｡
･新任教員が施設-適応することを目的にする場合は､上記①～③を重点的に行うと
よい ｡
･経験のある教員の場合は､上記④～⑤を重点的に行うとよい｡
(3)研修の方法
ここでは､研修施設-の入り方や研修を実際にどのように行うかを､新任の教員と経験
のある教員が､それぞれ自分にあった到達度や目的にしたがって一覧できるよう表にして
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いる｡研修の方法は､各自の研修のねらいに合わせて ｢適応を中心として｣､｢指導に役立
つ環境作りを中心として｣､｢施設と一体となって実習が展開されるような準備として｣､｢指
導スキル向上のために｣という4項目に分け､先の5段階の研修目的に添って研修を初級
編から上級編-進むプログラムにしている｡それぞれの段階に目標が設定され､さらに具
体的な方法が箇条で明記されている｡また､一覧表とは別に､これまでの研修の経験から
効果的に研修を進めるためのとくにおすすめしたいコツを記している｡以下に目的①-⑤
とその月標をあげる｡
<適応を中心として>
① 施設に慣れ､関係構築の手がかりを得ることができる
a.指導者 ･スタッフを知る b.対象を知る C.実習中の自分の動きがイメージできる
<指導に役立つ環境作りを中心として>
② 施設の概要を知り､指導に役立つ環境作りができる
a.施設の特徴を理解する b.実習中に学生が1日どのように動くのかイメージする
C.対象と顔見知りになる d.スタッフとの関係を作る｡
<施設と一体となって実習が展開されるような準備として>
③,④実習要項に沿った指導ができるように調整し､教員と実習指導者がそれぞれの
役割を具体化することができる
a.実習の目的 ･方法についての理解を得る b.学生によい影響を与えてくれそうなス
タッフをさがす C.受け持ち対象者を決める d.教員と実習指導者の役割を明確にし､
調整を行う
<指導スキル向上のために>
6)これまでの自分の指導スタイルを振り返り課題を見つける
a･.自分の指導を客観視する b･他の教員の指導の対比により自分の指導との違い､指
導のヒントを得る C.自分の指導の強みを発揮できる
(4)研修のすすめ方
いつまでに何を達成したらよいか､そのためには具体的にどのようなことを行っておく
か､という研修のすすめ方を ｢初盤｣､｢中盤｣､｢終盤｣という3期に分けてガイドしてい
る｡おもに初盤で行っておくことでは､研修施設全体の概要を知ることと､自分を知って
もらうことがある｡また､中盤で行っておくことでは実習をイメージしながらの施設側と
の交渉が中心となっており､たとえば学生が関係する多職種のスタッフと交流をもっこと､
学生が行うケアの手順を施設側とすりあわせすることなどがある｡さらに終盤では､学生
が受け持つ患者の選択を実習指導者と共に行うことや､針刺し等事故の場合の対処時の最
終確認､学生の毎日のケアの報告の仕方の確認など､学生を受け入れる直前の準備として
必要な事項を ｢行っておくこと｣としてあげている｡
(5)研修を行う上での留意事項
｢看護部長-の実習の依頼は､単位認定者である講座主任と行く｣など､効果的な研修
に望まれる教員の姿勢や態度について記している｡
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(6)研修チェックリスト
研修目標が効率的に抜けなく達せられるよう内容をチェックするために作成した｡リス
トアップした項目は ｢研修に入る前｣と ｢研修中｣に大きくわけ､｢済み｣､｢要確認｣､｢不
要｣のチェック欄と ｢メモ｣欄を設けている｡文字通りチェックリストであるのでリスト
アップした項目はあくまで目安であり､各自が使いやすいように使えばよいと考えている｡
(7)巻末に添付資料として､実習先-提出して説明や打ち合わせに使えばわかりやすいと
思われる､実習日程表のサンプルを掲載している｡
2S
4.研修ガイドの評価
1)目的
より使いやすい研修ガイ ドにするため､作成した研修ガイドを実際に実習指導準備に入
る助手に使ってもらうことにした｡その際どのような研修を行い､この研修ガイ ドが役立
ったかについて調査することにより､このガイドの有用性について検討することとした｡
2)方法
N看護大学助手 10名にアンケートを配布したO配布時期は3回に分けた｡配布時期の詳
細としては､1回目が研修前の4月､2回目が研修後の4月末と7月､そして最後の3回目
は実習後の7月と8月に行った｡なお､2回目と3回目でのアンケート配布時期が異なって
いる理由は､個々の対象が実際に行う実習時期が異なることから､それに伴い対象の研修
時期も前後してくることが考えられたため､対象の研修および実習時期にあわせてアンケ
ー ト配布を行った次第である｡
3)アンケートの構成および内容
アンケートの構成は主に､以下の4部で構成されているO(資料2-1-3参照)
(1)個人属性
①年齢､②看護職としての経験年数､③教員養成講習の受講の有無､④大学での教
員経験､⑤現場 (病院や施設など)で学生の実習指導の担当経験の有無､⑥研修を行
う施設での勤務経験の有無
(2)研修および実習についての方法
研修前 :研修期間及び場所､研修で学びたいこと､実習指導期間および場所
研修後 :研修期間および場所､研修中に関する質問8項目
(3)質問17項目
この質問項目は､研修ガイ ドの中から抜粋したものである｡質問項目の作成にあた
っては､あらかじめ研修ガイドを使用することで研修中に行えうることを研究者の中
で協議し､研修ガイドに盛り込まれている内容から重要なポイントを抜粋し簡潔にま
とめた｡その上で､以下の質問項目を作成した｡
(D 病院 ･病棟などの施設の特徴を理解している
② 看護職員の日勤帯の業務を知っている
③ 学生が指導を受けることができる適当な人材を把握している
④ 学生が俸験すると予測されるケアなどを知っている
⑤ 学生が1日どのように動くかイメ⊥ジできている
⑥ 学生の学習会の機会(参加できる･学べるケア場面､行事､指導など)を知って
いる
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⑦ 実習施設側と大学側は実習目的 ･内容を共通理解している-ミ 叫 卜工 ､ - -
@ 指導方針の打ち合わせができている
⑨ 受け持ち患者候補について打ち合わせができている 1t.,コ/.
,一一 ⑩ 実習指導者と学生指導に関する役割 (指導内容､責任甲所在)の調整ができて▲ヽノ
- いる ･ . 一 ･ ･ ･ 一 ･一一
,@ ,学生が関与する患者たっいてのトラブル (事故)-の対処方法は明らかであ卑
⑫ 患者 ･クライエントの状況(ニーズ､必要なケア)を把握している
⑬ 指導スタンス (自分の指導方針､スタイル､行動)が措ける
ナ ＼＼ ･
1 ､⑭ 実習場所の人たちと顔なじみである､知っている,,J}
⑮ 実習場所の人たちの学生の受け止め方 (関心の持ち方)の把握はできている
ハ⑯ 実習指導者の哀ならずスグッフtの実習受け入れ･学生に対する関心は高いく::一ヽ′-'l
,･.⑰ 滞導に関して実習場所の人たちと臨機応変誓甲整できる･ ′,.- T＼′､
＼ 一丁-"I,､言I,' ＼-_‥ _｣ ､/ノ＼ー,rノ.
なおアンケートでは以上の質問項目を設定し､各々の質問項目に対して次甲2~っ しど(
の程度知っているか･できているかJrどの程度重要だと思うか｣について､5段階評
価 rl:あてはまらない｣～｢5:あてはまる｣で回答を求めている｡
(4)研修ガイドにおよび研修についての自由記述
I
4)結果 _ I
アンケートの回収数は､研修前､研修後､実習後の3時期を合わせてのべ 9名だ?た｡＼
そのうち､1名の対象に対して研修前､研修後､実習後のアンケートをマッチングしたた
め､有効回答数は5名だった｡ ､′TJ '二)
､ r-メ.I～ i,i ㌔′_I-I I
(1)対象の背景 -= /.こJt ._チ- t′ 一言,黒
5名の平均年齢は､32.60歳 (±1.68)であった｡臨床経験年数の平均は､6.30年 (±
l･88)であり､臨床経験年数の最長が11年､最短が4年であったoT木管苧?教員経験1′ ＼りノ
響 ?苦さ轡 ･2･20焦(±1･4)であった｡t実習指導経験の有無にギ早ては､経験あへ_=､し.Ltノ(__l一.､i･ 1-i卜-＼. ′ltI i '-
{りが4名で､蕗験な,Lが.I_名であった._また､㌧実習を行う施設での勤務年数は5名と∴.･＼L∴■:一､.:＼_.∴｢-LI〔-･.HL.I_.‥.､ ▲:_ -I～･1- t･-.: .Ll･LI-
,も0年で､▲すなわち実習を行う施設での勤務時したことがなかった｡ゝ.ヽノ 4-＼ ＼′ ･一･ノー i ､I
- .二1∴ 1-~ こ l I -.t1-. ･L . L ､ I ･∴ J ∴■･'
(2)研修期間および場所について こ-･ 用
研修を行う時期は､5名ともが実習前に行っていた｡また､.そのとき申≠定研修日1A i＼ /
数の平均は､7.0日ー (±1.69)で最長が9日間､最短が4日間行う予定と･していた｡研･ ノ＼_一_" ′､ )_-r､Io_ i.､L-L､LJ}
修後のアンケ~トでは､,実際に行った研修日数の平均隼ti5:12･勲,(±1･84)で最長が9'ー ､＼しヽ｣与.I -.=-･ヽ∴l ＼J
日間､最短が3日間だ云た｡.研修場所埠､総合病院求3名､介護老人嘩健施設がl名､･㌧〆_. r､一㌧1′一一一.iL ノノーJー ′Jさ
在宅介撃文学セ㌣タ~が1名だった〇･ i : .･ .
､=′7しヽ′
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, ]以下よりこ質問こ171項目に対して.[どの程度知っているかこ.できているか｣rr質問項目
別について｣_イ'｢どの程度重要だと思うか｣T研修ガイ二ドの役立ち｣の順にアンケート結
∴∴果を記していく｡
(
(3)質問17^項目~た対して ｢との程度知っ七いるー~か､できているか｣
全サンプルにおいて共通していること (代表としてサンプル2を参照)は､研修前
で は r知っている､できている｣の程度が低く､研修後には-r知うてと､る､できてV)
_ヽ_.__､__.
いる､できている｣の程度において､研修前には､｢知らなかった､できていなかったJ
と思うていたが､~研修を行うこ とによ~ろてこ知ることができた､うまくV,､づたとt.､う'一｢
結果がでていると考えられる｡
.J次に､実習経験の有無による比較を行った結果について述べる{ーまず ､ _実習指導が
■初めての教員 (サンプル 5参照)と､′実習指導の経験がある教員'(サンプ/レ4参照)
J∵-_のグラフの違いにつV_ヽてみていく{実習指導が初めての教員はJr知っている∴できて
I:i _1る｣の度合いは研修前が最も低く.､∵次に研修後こ実習後と続いており時間の経過と
･TLt､ともに_｢知らている､一で きている｣､の度合いが高くなっていたi .
二二才一方､実習指導の経験がある教員臥 研修前 ･L研修後をみてみると ｢知っているこ~で
▼ー きているJの度合いが高いことがわかる｡続いてし実習後の変化を見ていると ｢知っ~dN'-_il-I.lh_ゝ
ている･できているJの程度が低くなっているo特に赤色の枠で囲んである10項目(質
問項目(塾③④⑤⑥⑫⑬⑭⑮)において､′低ぐなっていることがわかる｡しかしながら､
から､研修前 ･研修後ではできていると思っていたが､実際に実習がスタートしたと
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きに実は研修期間中にできていなかったことを示していると思われる｡1このこと'は､
研修前 ･研修後の段階では実習に向けて様々な準備ができていると思うていたが･､実
際に実習がスタートした時には､実は研修期間中にできていなからたこ-とをさしてい
ると考えられる｡
以上のように､実習指導が初めての教員と実習指導の経敦がある教員との間で､｢知っ
ている､できTAいる｣の度合いに違いはみられたが､どのような原因があらセキゐよ,I._._ゝ_
うなグラフが措かれたのカがこつりては､言及するには至らなかった0 ,./
/ '､ / ＼-- /
(4)質問項目別について_
【どの程度知らているか､でき七いるか】 号
(3)の 〔質問17項目についてどの程度知っているか､できているか｣では､全サン
プルにおいて共通していることの1-わとして､研修前では｢知っている､できている｣
の程度が低いと述べた.｢知らている'Jできている｣についての全サンプルの平均を
示したグラフ (全サンプルの平均参照)をみてみると､:青色の枠で囲った⑨受け持ち
患者候補について打ち合わせができている､⑳実習指導者と学生指導に関する役割
(指導内容､責任の所在)の調整ができているご'⑪学生が関与する患者についてのト
項目と比較すると低い債を示していることがわかる｡この 3つの質問項目において
｢知っている､できている｣の度合いが低いこととして､研修に入ってからでないと
調整ができない､すなわち研庭先のスタッフと交渉していき実習環境として作り上げ1
ていくことが華翼になる項目である｡そのため､研修前には他の質問項目に比べると
低くなるごとが考えられる｡ ,
.-＼. /
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二次に､.ピンク色の枠で囲うた③学生が指導を受けることができる適当な人材を把
1捉している､⑬指導スタンス (自分の指導方針上､スタイ,JL,二､･行動トが措ける､′⑰指
二等に関して実習場所の人たちと臨機応変に調整でき●るJrこれらの3項目は実習にお
いて柔軟な対応や指導の確立などの要素が含まれているため､-特に教員経験が少な
Jrい対象にとっては､達成するには困難か七予測していた項目だった了しかしながら､
-:全体の項目と比較してみると予想以上の回答を得ることができた｡1すなわち､､研修
前では､｢知っている､できている｣の度合いが低からたものの,-,研修後･Y実習後に
は ｢知っている･できている｣の度合いが高くなっていた｡このことは､研修を行
っていく中でできるようになっていく項目であるのかもしれないということと17対
'象が③⑬⑰の項目が実際に実習を行っていく上では重要になるであろうと思らてい
ると考えられる｡このよ′う'に研修後に度合いが上がっていることは∴教員の力がつ
∴'いてきていると∴対象自身がそのように自分をみていると考えらえられるのではな
こいだろうか.,∴ ー'･ノへーど
∴ J【どの程度重要だと思うかについて】. ､ 一､ - -II
質問項目に対して､二_rどの程度重要だと思うか｣については言全体の傾向を表して
二 十 いるグラフ･(重要性の程度一全サンプルの平均参照)1をみながら述べていく｡グラフ
予をみてみる'と度合いが3より低いものがないことがわかる｡⊥このことから′､まず質問
∴項目であげた 17項目の内容は､･対象にとってある程度重要な項目があげられている
I･Jのではないだろうかと考えられる-.t次に､研修前より研修後の方がどの程度重要だと
思うかについて度合いが下がっている｡すなわちこ研修をすると重要度が下がってし
まうのである｡これは､研修前にはどの項目も重要だと思い研修に臨んだが､研修後
･･二では研修前よりは質問項目において重要であるという価値付けがなされなかったこ
∴とが考えられる｡最後に質問項目r⑩実習指導者のみならずスタッラの実習受け入れ､
I1 学生に対する関心は高い｣一についてみてみると､全体の質問項目の平均と比較すると
やや低いことがわかる占′このことは､ Jこの⑩の項目が研修前､研修中では評価しにく
･二二＼･い項目であることと､また二｢どの程度重要だと思うか｣では重要だと言いきれない表 【
∴-現になってい.るこ七もあり_質問自体の表現の検討を行う必要があると考えられる｡
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つまり､実習施設によっては実習指導に関与する者が異なる可能性があるため､状
況にマッチしていない表現だったと考えられる｡たとえば主に実習に関わるスタッフ
が実習指導者のみである場合もあれば､あるいはスタッフ全員が関わってくれるとこ
ろもあるというその違いがあると思われる｡教員側においては､対象である教員側か
ら考えてみると､教員は全員のスタッフに学生と関わって欲しいと考えているのでは
なく､最低限学生に関わってくれるスタッフがいればoKと捉える教員がいるため､
⑱の平均が下がっているのかもしれないと考えられる｡
(5)研修ガイドの役立ち
今回の研修ガイドが役立ったかどうかについて自由記述をみていくと､実習指導経
験の有無にとらわれていない記述があった｡(表 1参照)0
以下の表 1より実習指導が初めての教員は､｢このように長い期間研修に入ることは初
めてなので､どのような時期にどのような視点を持っていけばよいのか参考になりま
した｡｣と述べている｡一方で実習指導の経験がある教員は､｢抜けがなく準備するた
めに 1つ 1つチェックリストのように自分で確認することができ有効だと思いまし
たO｣｢以前なんとなくやっていたことであったが､文章化されていることで､自分が
意識してどのことに取り組めているのか､取り組めていないのか明らかになったと思
う｡｣などのことが述べられているように､実習指導経験の有無に関わらず､今回の研
修ガイドは対象自身が自分の研進み具合や深まり具合に応じて活用していたのではな
いかと推察される｡また一方で自由記述の中に ｢研修ガイ ドを使わなかった｣｢使えな
かった｣という意見はなかった｡
表1:研修ガイドが役立つたか? (自由記述)
実習指導が初めての教員 ･このように長い期間研修に入ることは初めてなので､どのような時
期書手どのような視点を持っていけばよいのか参考になりました.
実習指導の経験がある教員 ･抜けがなく準備するために1つ1つチェックリストのように自分で
確認することができ有効だと思いました○
･以前なんとなくやつていたことであったが､文章化されていること
で､自分が意識してどのことに取り組めているのか､取り組めていな
いのか明らかになったと思う.
･研修中にガイドを開いてチェックするまでにいたることができなか
つた
･同じ病棟でずつと実習しているので､r今までどおり..Jという
考えもあつたが(ガイドを読みながら研修を日々行うという活用では
なかつたが)､時々目を通すことで､今までの実習の (病院との関わ
り)を振り返ることができ､新たな気持ちで頑張ってみようと思えた○
手術室､病棟､救命センターの指導者さんと意見交換をするきっかけ
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5.研修ガイ ド改訂版について
研修ガイ ドを作成して1年後 (2004年3月 13日)､研修ガイ ドの見直しをおこない､次
の点を改訂した｡
･内容全体を見直し､文章や表の修正を行った｡
･タイ トルを ｢実習指導の準備のための研修ガイ ドJとした｡
･冊子のサイズをA4版からA5版 (本文 18ページ)に縮小して､気軽に持ち歩くこと
ができ､必要なときにすぐに取り出して使えるようにした｡
･使用者が研修ガイ ドの活用の仕方をさらに具体的にイメージできるように､｢研修を
する時期｣と ｢研修ガイ ドを使用する時期｣について加筆した｡
･使用した人の意見を吸い上げるために､巻末に制作代表者の連絡先 (mailaddress)
を明記した｡
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Ⅳ 今後の課題
本研究では､全国の看護系大学の助手を対象とした実習施設で行う研修の実態調査を行
い､その結果から､より効果的で実習指導に役立っ研修を検討するという目的により､｢研
修ガイ ド｣の作成に至った｡この ｢研修ガイド｣が作成できたことは初めて教員になって
実習指導を担当する時に指南役になってくれる､あるいは道しるべとなってくれるような
そんな頼りになる内容になっていると自負している｡しかしながら使い方によっては､記
載されている方法や内容に縛られてしまって､本来､各教員の個性や必要性に応じてなさ
れなければならない研修内容と違う不必要なことをしてしまう可能性もある｡したがって､
あくまでも目安として､そして自分のしている研修の内容をチェックする道具として活用
されることが作成した者の期待するところである｡
今後､この研修ガイ ドがもっと多くの助手の皆さんに使われ､評価され､より使いやす
いものに改訂されていくことが必要である｡また､このような教員が行っている研修につ
いて､学生を受け入れている実習施設の皆さんに理解を得て､研修が効果的に行えるよう
になると良いと思う｡さらに､研修を教員が実習施設で行うものに留めることなく､実習
施設の皆さんと教員が一緒に実習指導の事例検討をしたりテーマを設けて学習会をしたり､
実習施設の皆さんが大学で研修するような機会が設けられたら良いと思う｡そうすること
により､相互交流､相互理解が進み､施設間のつながりが深まるのではないかと思うから
である｡
教員の実習指導力もさることながら､実習指導に必要な臨床能力の向上が必要であると
言われている (佐藤,2002)｡看護する力は､常日頃､継続的に看護現場に出て看護を行う
ことで高められるのではないかと思う｡実習指導のために限定された時間､一時､看護の
研修をしたところで臨床能力が向上するまでには至らないように思われる｡したがって､
臨床能力を高めるためには､現状の研修の方法ではなく､もう少し長期的に､看護の現場
での教員の居場所 (ポスト)が明確にされ､仕事ができるように環境が整う事が必要にな
ってくると思われる｡実現可能な方法を各大学がそれぞれの事情をふまえて､実習施設と
協議をしながら組織的にしくみを作っていくことが必要であろう｡
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料資料 1:実習指導のための準備として行われる研修の実態調査のための質問紙
資料2.･｢研修ガイ ド｣の評価のための質問耗
2-1;研修に入る前
2-2;研修終了後
2-3;実習終了後
資料3:｢研修ガイ ド｣
｢改訂版研修ガイ ド｣
実習指導の研修に関する調査
資料1
回答に際しての留意事項:
･研修とは｢ケアの現場(実習場所)に身を置いて(参加して)行う､実習指導のための準備｣をいい､単なる実習要
項の説明や､指導担当者との打ち合わせのみは､研修としません｡
･研修を複数回行っている場合は､今年度最砂_S_行?T=r主に担当している領域実習の準備とLt行った研修｣に
ついて､回答してください(領域が決まっていない場合は､最初に行った研修について回答してください)｡
･研修を行?ている方は間_1_T9の全て､研修を行っていない方は､問1･2･5･819についてお答え下さい｡.
間1.実習先(研倖先)について伺います｡各問いについて､該当するものを1つ選び､回答棟に妃入してください｡
(1)実習場所と大学とのつながりはいかがでしょうか｡
①付帯施設である (例:大学と大学附属病院の関係)
②大学設置者の系列の施設である (例:県立大学と県立病院の関係)
③全くつながりがない施設である
④その他(
(2)実習場所から大学までの所要時間は平均してどのくらいですか｡
①敷地内
②所要時間1時間以内
@所要時間2時間以内
④それ以上( )
(3)実習施設側で実習指導者(学生担当として決められている人)をおいていますか｡
①実習期間中は学生指導を専任とする実習指導者がいる
②業務と兼務で実習指導者がいる
③実習指導者はいない
④その他(
(4)大学生を受け入れている実績はありますか｡
①数年来､本学の学生を受け入れている
②過去に他大学の学生の受け入れがあり､今年から本学の学生を受け入れている
③過去に大学生の受け入れは全くない
④その他(
問2.研件を行う理由は何ですか､次の選択肢から該当するものを1つ選び回答柵に正人してください｡
① 研修システムがあり､希望の有無にかかわらず行うことになっている
② 研修システムはないが､上司の命令で必ず行うことになっている
③ 研修システムがなく､希望により行うことになっている
-その理由①指導が初めてであり不安だから率先して
②他の同僚に勧められて
③他の助手が研修しているのを聞いて
④その他(
④ 研修はしていない
-その理由①必要性を感じないから
②時間的余裕がない
③その他(
=
=
⊂コ
=③の場合その理由
, [コ④の場合その理由
★以下の問いは､研断 ている方のみお答え下さい｡
行っていない人は､【問5】へ進んでください｡
問3.研捗を何のために行っTいるのでしょうか｡
行う目的として特に敵当するものを声?埋串で選び､回甜 こ妃入してください｡
① 病院･病棟などの施設の特徴を理解するため｡
② 看誕放鳥の日勤帯の業務を知るため｡
③ 学生が指導を受けるために適当な人材(モデルとなるナースなのを把握するため｡
◎ 学生が体験すると予測されるケアなどを事前に体験しておくため｡
⑤ 学生が参加できる･学べるケア場面､行事､指導など(学習の枚会)を把握するため｡
⑤ 大学として学生に体験させたいこと､実習員的･内容を伝えるため｡
⑦ 指導方針がずれないよう施設側と打ち合わせるため(実習目標の共通理解､学生へ求めるものが高くなりすぎないよう)｡
⑧ 教員と実習指導者との学生指導に関する役割を調整するため｡
⑨ 看護実践能力を取り戻すため(看護技術のカン､看護観の明確化など1｡
⑲ 指導技術を高めるため｡
⑪ 実習場所の人たちとの関係を作るため｡
⑫ 実習場所の人たちが学生をどのように受けとめTいるか(学生への関心の程度､受け入れの気持ち)把握するため｡
⑬ 実習指導者のみならずスタッフに対して.学生に関心を持ってもらうようにするため｡
回答欄
問4･行っている研件の内容について伺います｡先の間3で選んだ研修を行う目的の項目それぞれについて､実際にあなたが行
っていやことは何ですか｡次の項目の中から該当するものむと三三選んでください｡
回答は､上記で選んだ目的にそれぞれ封申させて回答珊三軍大してください｡
① 病院･病棟などの施設の概要(たとえば病院の理念､病院の機能､看護部門の方針･目標)を知る
② 病院･病棟などの施設･設備(物品･備品･構造も含め)知る
③ 学生が実習中出入りする関連部署の場所･行き方を知る
店)学生が記録する場所.荷物置き場･ロッカー .休憩場所などを知る
(9 看護職員の勤務体制(看護体制.人員､シフト)を知る
⑥ 業務の流れ･1日のスケジュー ルを知る
(診 実習場所に出入りしている人的資源(医師･栄養士.検査技師･リハビリ･SWなど)を知る
⑧ 実習場所で行われている主な検査･ケアなどに参加する
⑨ スタッフ同様に看護業務を行う
⑬ 実習場所で使われているもの(記録類､オーダー システム､看護用具など)を知る
⑪ 看護時貞のケアの状況(看護実践能力､モデルとなるナースなど)を知る
⑫ スタッフ間の関係性(指示系統)を知る
⑬ 実習要項の内容について説明し､実習の目標を伝える
⑭ 指導方法の打ち合わせ(実習の進め方､ケアへの参加の仕方､看護計画の立て方･実施､事故の際の対処､報告の仕方)
⑮ 学生に関する情報提供(大学での学習内容､実習へのレディネス､学生の興味など)
⑩ 受け持ち患者の候補をあげる
⑳ 教員が指導スタンスをつかむ(実習指導者との役割の持ち方､誰を通じてどのように関わるかなど)
⑬ 他教員の学生指導に参加する(見学を含む)
⑬ 実習指導者と親しくなる､顔なじみになる
⑳ スタッフと親しくなる.顔なじみになる
⑳ 患者と親しくなる､顔なじみになる
⑳ スタッフや実習指導者の看護の考え方を知る
⑳ 婦長の実習への関心･関与の程度を知る
回答欄
★★研修を行っていない人も国軍してください｡研修を行っていない人は回答の後､【間8】へ進んでください｡
問5. 研伴を行う場合､以下の項目について各々どの位重要だと思いますか｡【 5:王事である .4:やや重要である.
3:どちらとも言えない.2:あまり重要でない .1:重要でない 】の中から1つを選び､数字を回答欄に正人してください｡
(》 病院･病棟などの施設の特徴を理解する｡
② 看護托鼻の日勤帯の業務を知る｡
(卦 学生が指導を受けるために適当な人材(モデルとなるナースなど1を把握する｡
◎ 学生が体験すると予測されるケアなどを事前に体験しておく｡
⑤ 学生が参加できる･学べるケア場面､行事､指導など(学習の機会)を把握する｡
⑥ 大学として学生に体験させたいこと､実習目的･内容を伝える｡
⑦ 指導方針がずれないよう施設側と打ち合わせる(実習目標の共通理解､学生へ求めるものが高くなりすぎないように)｡
⑧ 教員と実習指導者との学生指導に関する役割を調整する｡
(9 看護実践能力を取り戻す(看護技術のカン､看護観の明確化など)｡
⑩ 指導技術を高める｡
⑪ 実習場所の人たちとの関係を作る｡
⑫ 実習場所の人たちが学生をどのように受けとめTいるか(学生への関心の程度､受け入れの気持ち)把握する｡
⑬ 実習指導者のみならずスタッフに対して､学生に関心を持ってもらうようにする｡
回答欄
間6.今年行った研件(複数回行っている方は初回の研♯)の方法を教えてください｡鼓当する記号または数字を回答欄に記入
してください｡
(1)時間はいつ頃ですか｡
①朝1時間
②午前中
③午後
(参日勤帯ずっと
⑤その他[
(2)間隔(スパン)は大体どのくらいですか｡
①週1-2回
②週3-4回
②毎日
(3)延べ回数はどのくらいですか｡
(4)実習開始からさかのぼって､いつ位から始めますか｡
(5)どのような方法で研修しましたか､主なものを1つ選んでください｡
①実習指導者(それに準ずる人)とペアを組んで患者に関わる･見て回る
②スタッフ(その日勤務していたナース)とペアを組んで患者に関わる･見て回る
③単独でフリー に見て回る
④単独で受け持ち患者を決めて患者に関わる
(6)実習指導者･婦長との言乱′合いの棟会をもちましたか｡
①もった
②もたない
-①の場合は､どのようなことを話し合いましたか【 】内へ具体的にお書き下さい｡
[
[コ
延べ⊂コ回
=週間前から
⊂]
間7.研帆 てみて感じていることをお答え下さい｡
(1)行った研修内容は事前に行う必要があったと思いますか｡該当する記号を選び回答欄へ記入してください｡
また､その理由についてもお答え下さい｡
(丑大いにあった
②ややあった
③どちらともいえない
@あまりない
⑤全くない
理由[
(2)行った研修は実習指導を行ってみて役に立ったと思いましたか｡該当する記号を選び回答欄へ記入してください｡
また.その理由についてもお答え下さい｡
(》大いにあった
②ややあった
③どちらともいえない
④あまりない
⑤全くない
理由[
(3)行った研修のなかで行ラ率軍がなか?た研修内容はあり乱 たか｡
行わなくて良いものがある場合､問4の項目の中から3つ以内で選び､理由についてもお答え下さい｡??〓
(4)行った研修のなかで､もっと充実させた方がよいと思う研修内容がありましたか｡
もしあれば内容を具体的にお書き下さい｡
【
間8.あなたのことについて伺います｡該当する鞍字または記号を回答欄に取入してください｡
(1)年齢
(2)性別
①女性
②男性
(3)大学での教育経族年数
(4)教員としての経験年数 年目
(5)臨未経験年数
(6)教員養成講習(研修)の受講の有無
①あり
②なし
(7)主たる実習場所での勤務経験の有無
①あり
②なし
(8)主に実習指導をする看護領域
①基礎系 ②成人系 ③老年 ④精神 ⑤母性 ⑥小児 ⑦地域
⑧決まっていない ⑨その他[ ]
(9)1クー ルの実習指導時に担当する実習場所(病棟または施設)の数
(10)主に実習指導を担当する実習場所(病棟または施設)はおおむね固定していますか
①固定している
②固定していない
③決まっていない
④その他く
く11)年間の実習指導期間(総過数)
三羽三
間9.実習指導に関してご自身の指導力を向上させるためにはどのようなことが必要､または､あると良いと思いますか?
ご自由にお雷き下さい｡
ご協力ありがとうございました｡
資料2-1
修に入る前の調
1.これから行う研修についてお答え下さい｡
(1)研修前の今､次の各項目についてどの程度知っているあるいはできていると思いますか｡
1-5の中から該当するものを1つ選んでください｡
1:あてはまらない､2:あまりあてはまらない､3:どちらともいえない､4:ややあてはまる､5:あてはまる
① 病院 ･病棟などの施設の特徴を理解している
(塾 看護職員の日勤帯の業務を知っている
③ 学生が指導を受けることができる適当な人材を把握
している
④ 学生が体験すると予測されるケアなどを知っている
⑤ 学生が1日どのように動くかイメージできている
⑥ 学生の学習の機会 (参加できる･学べるケア場面､
行事､指導など)を知っている
⑦ 実習施設側と大学側は実習目的 ･内容を共通理解し
ている
⑧ 指導方針の打ち合わせができている
⑨ 受け持ち患者候補について打ち合わせができている
⑩ 実習指導者と学生指導に関する役割 (指導内容､
責任の所在)の調整ができている
⑪ 学生が関与する患者についてのトラブル (事故)-の
対処方法は明らかである
⑫ 患者 ･クライエントの状況 (ニーズ､必要なケア)を
把握している
⑬ 指導スタンス (自分の指導方針､スタイル､行動)が
措ける
⑭ 実習場所の人たちと顔なじみである､知っている
⑮ 実習場所の人たちの学生の受けとめ方 (関心の持ち方)
の把握はできている
⑱ 実習指導者のみならずスタッフの実習受け入れ､学生に
対する関心は高い
⑰ 指導に関して実習場所の人たちと臨機応変に調整できる
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
(2)研修をするにあたり､次の各項目についてどの程度重要だと思いますか｡
1-5の中から該当するものを1つ選んでください｡
1:あてはまらない､2:あまりあてはまらない､3:どちらともいえない､4:ややあてはまる､5:あてはまる
① 病院 ･病棟などの施設の特徴を理解している
② 看護職員の日勤帯の業務を知っている
③ 学生が指導を受けることができる適当な人材を把握
している
④ 学生が体験すると予測されるケアなどを知っている
⑤ 学生が1日どのように動くかイメージできている
⑥ 学生の学習の機会 (参加できる･学べるケア場面､
行事､指導など)を知っている
⑦ 実習施設側と大学側は実習目的 ･内容を共通理解し
ている
⑧ 指導方針の打ち合わせができている
⑨ 受け持ち患者候補について打ち合わせができている
⑩ 実習指導者と学生指導に関する役割 (指導内容､
責任の所在)の調整ができている
⑪ 学生が関与する患者についてのトラブル (事故)-の
対処方法は明らかである
⑫ 患者 ･クライエントの状況 (ニーズ､必要なケア)を
把握している
⑬ 指導スタンス (自分の指導方針､スタイル､行動)が
描ける
⑭ 実習場所の人たちと顔なじみである､知っている
⑮ 実習場所の人たちの学生の受けとめ方 (関心の持ち方)
の把握はできている
⑩ 実習指導者のみならずスタッフの実習受け入れ､学生に
対する関心は高い
⑰ 指導に関して実習場所の人たちと臨機応変に調整できる
(融通が利く)
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
2.今年度予定している研修の方法についてお聞かせ下さい｡
(1)研修期間および場所
(2)研修で学びたいことやしたいこと
3.今年度予定されているあなたが担当する実習指導期間および場所を教えてください｡
4.あなたのことについて数字または該当するものにOをご記入下さい｡
(1)年齢 ( )歳
(2)看護職としての経験年数 ( )午
(3)教員養成講習の受講 ある ･ ない
(4)大学での教員経験 (~ )午
(5)現場 (病院や施設など)で学生の実習指導の担当経験 ある ･ ない
(6)研修を行う施設での勤務経験 ある ･ ない
5.研修マニュアルを読み､わかったことや感じていること等をお聞かせ下さい｡
ご協力ありがとうございました｡
資料2-2
匝修後の調萄
1.行った研修についてお答え下さい｡
(1)研修を終えて､次の各項目についてどの程度知っているあるいはできていると思います
か｡ 1-5の中から該当するものを1つ選んでください｡
1:あてはまらない､2:あまりあてはまらない､3:どちらともいえない､4:ややあてはまる､5:あてはまる
① 病院 ･病棟などの施設の特徴を理解している
② 看護職員の日勤帯の業務を知っている
③ 学生が指導を受けることができる適当な人材を把握
している
@ 学生が体験すると予測されるケアなどを知っている
⑤ 学生が1･日どのように動くかイメージできている
⑥ 学生の学習の機会 (参加できる･学べるケア場面､
行事､指導など)を知っている
⑦ 実習施設側と大学側は実習目的 ･内容を共通理解し
ている
(参 指導方針の打ち合わせができている
⑨ 受け持ち患者候補について打ち合わせができている
⑩ 実習指導者と学生指導に関する役割 (指導内容､
責任の所在)の調整ができている
⑪ 学生が関与する患者についてのトラブル (事故)-の
対処方法は明らかである
⑫ 患者 ･クライエントの状況 (ニーズ､必要なケア)を
把握している
⑬ 指導スタンス (自分の指導方針､スタイル､行動)が
描ける
⑭ 実習場所の人たちと顔なじみである､知っている
⑮ 実習場所の人たちの学生の受けとめ方 (関心の持ち方)
の把握はできている
⑱ 実習指導者のみならずスタッフの実習受け入れ､学生に
対する関心は高い
⑰ 指導に関して実習場所の人たちと臨機応変に調整できる
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4ニ- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
(2)次の各項目について､どの程度重要視して研修を行いましたれ
1-5の中から該当するものを1つ選んでください｡
1:あてはまらない､2:あまりあてはまらない､3:どちらともいえない､4:ややあてはまる､5:あてはまる
① 病院 ･病棟などの施設の特徴を理解している
② 看護職員の日勤帯の業務を知っている ･
③ 学生が指導を受けることができる適当な人材を把握
している
④ 学生が体験すると予測されるケアなどを知っている
⑤ 学生が1日どのように動くかイメージできている
⑥ 学生の学習の機会 (参加できる･学べるケア場面､
行事､指導など)を知っている
⑦ 実習施設側と大学側は実習目的 ･内容を共通理解し
ている
⑧ 指導方針の打ち合わせができている
⑨ 受け持ち患者候補について打ち合わせができている
⑩ 実習指導者と学生指導に関する役割 (指導内容､
責任の所在)の調整ができている
⑪ 学生が関与する患者についてのトラブル (事故)-の
対処方法は明らかである
⑫ 患者 ･クライエントの状況 (ニーズ､必要なケア)を
把握している
⑬ 指導スタンス (自分の指導方針､スタイル､行動)が
描ける
⑭ 実習場所の人たちと顔なじみである､知っている
⑮ 実習場所の人たちの学生の受けとめ方 (関心の持ち方)
の把握はできている
⑯ 実習指導者のみならずスタッフの実習受け入れ､学生に
対する関心は高い
⑰ 指導に関して実習場所の人たちと臨機応変に調整できる
(融通が利く)
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
2.行った研修についてお聞かせ下さい｡
(1)研修期間および場所
(2)次の各項目についてどのように感じていますか?1-5の中から該当するものを1つ
選んでください｡
1:あてはまらない､2:あまりあてはまらない､3:どちらともいえない､4:ややあてはまる､5:あてはまる
(∋ 研修スケジュールに無理はなかった
② 研修目的を達成するために時間は十分であった
(診 研修方法 (ペアを組む､フリー で見て回るなど)は
研修目的に適していた
④ 研修を行う上で､実習先の協力は得られた
⑤ 研修目的を意識しながら研修できた
⑥ 指導に対する不安は軽減した
⑦ このような研修ガイドはなくてよい
(砂 研修は実習の準備にならない
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
(3)研修マニュアルは役に立ちましたか?使いにくい点はありましたか?
何かあれば具体的にお書き下さい｡
3.研修を終えた今､実習指導を行うにあたりどのようなことを考慮しながら学生に関わりたいと思
いますか?ご自身の考える指導についてお書き下さい｡
ご協力ありがとうございました｡
資料2-3
匪習後の調萄
1.行った研修についてお答え下さい｡
(1)実習を終えて､次の各項目についてどの程度指導に役立ったと思いますか｡
1-5の中から該当するものを1つ選んでください｡
1:あてはまらない､2:あまりあてはまらない､3:どちらともいえない､4:ややあてはまる､5:あてはまる
① 病院 ･病棟などの施設の特徴を理解している
② 看護職員の日勤帯の業務を知っている
③ 学生が指導を受けることができる適当な人材を把握
している
④ 学生が体験すると予測されるケアなどを知っている
⑤ 学生が1日どのように動くかイメージできている
⑥ 学生の学習の機会 (参加できる･学べるケア場面､
行事､指導など)を知っている
⑦ 実習施設側と大学側は実習目的 ･内容を共通理解し
ている
⑧ 指導方針の打ち合わせができている
⑨ 受け持ち患者候補について打ち合わせができている
⑩ 実習指導者と学生指導に関する役割 (指導内容､
責任の所在)の調整ができている
⑪ 学生が関与する患者についてのトラブル (事故)-の
対処方法は明らかである
⑫ 患者 ･クライエントの状況 (ニーズ､必要なケア)を
把握している
⑬ 指導スタンス (自分の指導方針､スタイル､行動)が
描ける
⑭ 実習場所の人たちと顔なじみである､知っている
⑮ 実習場所の人たちの学生の受けとめ方 (関心の持ち方)
の把握はできている
⑩ 実習指導者のみならずスタッフの実習受け入れ､学生に
対する関心は高い
⑰_指導に関して実習琴所の人たちと臨機応変に調整できる
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
(2)次の各項目について､次回の研修ではどの程度重要視して研修を行いたいと思いますか｡
1-5の中から該当するものを1つ選んでください｡
1:あてはまらない､2:あまりあてはまらない､3:どちらともいえない､4:ややあてはまる､5:あてはまる
① 病院 ･病棟などの施設の特徴を理解している
② 看護職員の日勤帯の業務を知っている
(診 学生が指導を受けることができる適当な人材を把握
している
④ 学生が体験すると予測されるケアなどを知っている
⑤ 学生が1日どのように動くかイメージできている
⑥ 学生の学習の機会 (参加できる･学べるケア場面､
行事､指導など)を知っている
⑦ 実習施設側と大学側は実習目的 ･内容を共通理解し
ている
⑧ 指導方針の打ち合わせができている
⑨ 受け持ち患者候補について打ち合わせができている
⑲ 実習指導者と学生指導に関する役割 (指導内容､
責任の所在)の調整ができている
⑪ 学生が関与する患者についてのトラブル (事故)-の
対処方法は明らかである
⑫ 患者 ･クライエントの状況 (ニーズ､必要なケア)を
把握している
⑬ 指導スタンス (自分の指導方針､スタイル､行動)が
措ける
⑭ 実習場所の人たちと顔なじみである､知っている
⑮ 実習場所の人たちの学生の受けとめ方 (関心の持ち方)
の把握はできている
⑯ 実習指導者のみならずスタッフの実習受け入れ､学生に
対する関心は高い
⑰ 指導に関して実習場所の人たちと臨機応変に調整できる
(融通が利く)
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
2.実習を終えて､感じていることをお答え下さい｡
(1)研修マニュアルはどのような点で役に立ったでしょうか､具体的にお書き下さい｡
(2)研修中に行えず､実習中に調整したことがありましたか､あれば具体的にお書き下さい｡
3.実習を終えた今､実習指導を行うにために重要と思う研修の内容はどのようなことでしょう
か?お書き下さい｡
ご協力ありがとうございました｡
実習指導の半輪のために実習施設で行う研麟
r2003年債 研 鞭 ガ イ ド J
長野県看護大学
唐漂由美子 八尋道子 曽根千賀子
兵富者夢の準虜 のために三芳罰砿静で行ラ研修
-/榔 //=つLIT-
実習指導の前に行うとよい準備は､教員が独自にあるいは講座単位で工夫し行っている
ことが沢山あると思います｡そのなかで､多くの教員が実施している 実`習施設での研修'
について役立つ情報を ｢研修ガイド｣として集約しました｡
この研修ガイドは､どんな準備をしてどのように研修を行ったらよいのか?の疑問に答
えられるよう指南的意味を込めて作成しています｡
教員として初めて実習指導を担当する教員はもちろんのこと､これまで実習指導を行っ
てきている経敦のある教員もこれを用いることにより､実習指導前の準備として行う研修
が効率よく効果的にできることを期待しています｡
また､この研修ガイドはあくまでガイドですので､これまで行ってきた研修を否定する
ものでもないし､これが示す方法で研修することを強制するものでもありませんOこれを
参考にして､各教員が各自の必要に応じ目的を定め､それにふさわしい内容と方法を選択
し実施できることが望ましいと考えています｡研修が充実し､実習指導に活かされ､より
よい看護学実習が展開されることがこのガイドを作成した本来のねらいです｡
この研修ガイドを読み､使ってみた先生方にお願いしたいことがありますo
それは気づいたこと､例えば､自分の場合はちがうやり方をする､こうした方が
やりやすい､この点はどうなるのか?など改良につながる情報をこの研修ガイドに
書き入れていただきたいことですo
試案として作成していますので不備な点が多々あると思いますOより使いやすい
ものに修正し､実習指導の準備していく上で役に立つ ｢研修ガイド｣の作成を目指
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【研暫 イ野 次】
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3.研修の方法(現場への入り方､研修をどのように行うか).-.-------･････-･一- 3
4.研修の進め方(いつまでに何を達成するか､そのために行うこと)･･--.-･-･････-･ 5
5.研修を行う上での留意事項 ･-･---･･一･一･---････一･･一1･-･･･-･･･--･--･･一･-･･-A-････- 6
6.研修のチェックリスト ･一･･--･･･-一･････-･-1･･-･･一･･-･---･･…･･--･-･--･一････-･･--･一山---･･ 7
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巨廟 に入る前の草傭
▲-Lrl＼
t･3.:濫 誓 言3%bei芸 漂 諾 禁 認 諾､上司に同行してもらって新任の挨拶
に行く｡実習の最終責任者でありかつ単位認定者である講座主任から説明してもら
うのが最も効果的である｡
(実習内容の説明:看護部長､当該看護師長､実習指導者に対して､実習要項を提
示して実習目標/目的､実習場所､実習期間､実習方法､学生のレディネスについ
て)
･教員の駐車場の使用についての許可を得る｡(学生は原則として､実習先への自家用
車の使用は禁止)
･研修にあたり公文書が必要な場合､本学教務課に以下の内容の研修計画書を提出し､
公文書の発行依頼を行う｡公文書は郵送も可能｡
(内容:施設により異なるが､主に､簡単な履歴と研修目的､方法､研修場所､研修
期間)
▲.Lrへ､
dA2)･I.教員の準備
甘さ･'-イ各教員(助手)の担当施設を決めておく｡(教員の配置と担当期間の決定)
･前任者もしくは同僚の助手から情報をもらう｡
･研修計画書を作成する｡(大学での仕事とのスケジュー ル調整)
･学内での学生の学習内容を確認しておく｡
･実習要項を準備する｡
･実習グループを編成する｡(決定している場合は不要)
･学生の病院/実習オリエンテーションを含む実習日程表を作成する｡(p.8参照)
(主な内容:実習日時､病院オリエンテーション､各ク-ルの学生人数､施設からも出
席してもらいたいカンファレンス日時など)
･実習記録(内容､フォー ム)を決定する｡
･スクー ルバス等､学生の交通手段の手配(確定している場合は不要)
･把握をしておくとよいこと
設の理念､組織図､病床数､各診療科､その他各部門､住所､アクセスマップなど
がわかる｡
院長･看護部長･当該病棟師長の氏名を知る｡
--現 ::_
一 二才i｢~~ - 唾 一 首 -f C
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2;/研修日的
A■>p-ヽ
.1)や看護師長､実習指導者をはじめとする施設のスタッフに､学生を受け入れてもらう働
t'･--ノきかけができるような関係性をつくる｡
A-+p＼
..21.I実習施設の状況を把握し､指導に役立つ環境作りができる｡t■4.--
三･:.et/';･霊票慧 警 指導者と話し合いを持ち､実習要項に沿った指導が行われるよう調
.ヰ~-㌔
,.4沖教員と実習指導者の役割を明確にし､どのように指導を分担し行っていくか具体化すIp34ノ′
る｡また､施設と一体となって実習が展開されるような準備ができる0
▲.>r-＼
..5)や第三者の意見をもらいながら指導スキルの向上を目指し､自分の指導スタイルを確
'■`●ノ 立できる｡
☆ ･3任;:"JinがL3設ヘコ応することを目的にするブコ合は､上記 1)-3)を'j点的に行うと
よい｡
☆控.r_7のある設flの王コ合は､上記4ト5)を望点的に行うとよい｡
2
3了知修の方法
一三愛 嬢 串 空窪-一首 母
(現場への入り方､研件をどのように行うか)
日的 目標 方法
適 応 を 1)施設に慣 (1)指導者.スタッフを知 (む実習指導者やスタッフと組んでケアに参加する.
中心として れ､関係構築の手が る｡ ②学生が行うであろうケアを体験する.(2)対象を知る○ ①対象と話す機会を作る.
かりを得る ②時間帯は､午後もしくは午前のケアが必要な場面を選んで関わ
ことができ る｡
る @対象全員に由を見せる.
④特定の対象ではなく､全体を把握できるようにする.
(3)実習中の自分の動き ①他の教員の実習指導にフリー で参加する.
がイメー ジできる. (診実習指導者とざっくばらんに話をする.
指導に 2)施設の概 (1)施設の特徴を理解す ①看護師長から施設のオリエンテーションを受ける.または､パン
役立つ 要を知り､ る｡ フレット等の資料を集める.
環壊作りを 中 指導 に役立つ環境 ②実習指導者の勤務シフトを知る.(2)実習中､学生が1日ど ①朝､学生がどのように1日の目標.スケジュー ルを発表し行動確
心として 作りができ のように動くのかイメ- 記をしたらよいか､雄からケアの指導を受けたらよいか､報告は
る ジする｡ いつ.雄に行うかなど実習指導者に相談.確認する.
②学生が1人になれる場所や､気を抜ける場所があるか見てお
く｡
@施設で使える物品､大学から持ち込む物品の確認をする.
④学生が利用する場所を確認する.(カンファレンス重.ロッカ-な
ど)
⑤学生が参加できる場面や行事や学習の機会を把握する｡
(3)対象と政見知りになる. ①学生が受け持てそうな対象を中心に関わる.
(4)スタッフとの関係を作 ①フリー の時間を活用して､広くスタッフと関わり､学校のことや学
る｡ 生のこと､あるいは相手の関心に合わせて話をする.
施 設 と 3)4)実習要 (1)実習の目的.方法につ (む学生の到達レベルやレディネスを説明する｡
- # tな って実習が展 開 されるよう準 備として 項に沿った指導ができるように調整し､教員と実習指導者がそれぞれの役割を具体化すること いての理解を得る. ②研修中に､実習の目的.方法について説明し､確監する.
(2)学生によい影響を与え ①様々なスタッフと関わり､個々の看護師がどれくらいの能力や影
てくれそうなスタッフをさ 曹力を持っているか把握する.
がす. ②他職種との交流を持つ○
③指導者講習を受けているスタッフをリストアップしておく○
④実習中に学生が関わるスタッフと積極的に関わる.
(3)受け持ち対象者を決める. (訂実習指導者と相放して決定する.
(4)教員と実習指導者の役 (》学生-の関わり方､学生や対象に関する情報共有の方法を話
割を明確にし､調整を し合う｡
行う. ②教員が実習指導において担う基本的役割(学生の評価.学内で
学んだことと実習で学んだことの整理､統合)について説明す
る｡
③実習指導者への期待する役割(学生にモデルを示す.学生に看
護親を伝える)について依頼する.
④実習指導者から学生および教員への施設側の要望を聞く.
指導ス 5)これまで (1)自分の指導を事故視 (彰英尊者や他の教員から自分の指導に対して気づいていることを
キル向 の 自分の する｡ 助言してもらう.
上 のために 指導スタイルを撮り返 ②最近の学生について実習指導者と話をする.(2)他の教員の指導の対 (丑他の教員の指導､学生への関わりを見学させてもらう.記環-
り課題を見 比により､自分の指導 のコメントを読ませてもらう､コメントのポイントを聞く.カンプアレ
つける との違い､指導のヒン ンスでの他の教員の学生への関わり方をみる○
トを得る. ②指導について話し合う機会を持つ.
(3)自分の指導の強みを (む実指導者と話し合いをもち､お互いの強みを知る.
3
コツ@♪♪♪
･研修日程の組み方は実習指導者の日勤シフトに合わせ､実習指導者とペアを組んで
ケアに入り､その病棟で実施されているケアの方法を学ぶ｡ペアはその他のスタッフと
でもよいが､実習指導者のケアを見ておくと､実習指導者の人柄や看護観を垣間見る
こともできる｡
･研修初日は､朝の申し送り時を利用して看護師長からスタッフに紹介してもらい､研
修の目的を伝える｡日勤ナースは日々入れ替わるので､研修のたびに実習のアナウン
スをすると､効果的に自分を知ってもらえ､学生が実習に来るというメッセージを送るこ
とができる｡
･効率よく業務の流れをつかむためには､研修初盤は実習指導者とペアを組んでもら
い､説明を受けながら研修をすすめるとよい｡ある程度施設を把握できスタッフと顔な
じみになれた時点でフリー になって動けば､全体を見渡すことができる｡
･朝の引き継ぎ時聞く学生の実習開始時間帯)は､実習指導者が自分の業務に専念し
たい時であるので､スタッフの迷惑にならないよう､朝の時間帯に学生がどう動けばよ
いかを考えておく｡そのためには､ナースや看護助手を中心としたスタッフ全体の動き､
オーダーの流れ､モーニングケアの方法の把握などが必要となる｡
･学生の一日の行動計画を発表する時間を確保するために､実習指導者と打ち合わせ
る｡計画の発表は､その日のスタッフ全員が集まっているところで行えるとよい｡無理な
らば､どのような方法でだれに発表すればよいか決めておく｡
･学生の報告の方法についても､実習指導者と話しておく｡(内容:バイタルサインの測
定結果､ケアのアウトカム､昼の休憩に入る時､カンファレンスに入る時などについて)
･昼食時に1-2度スタッフ休憩室でスタッフと一緒に食事をすると､親しくなれる｡施設
内の関係性について､いろいろな情報を入手することができる｡
･自分を知ってもらうために､挨拶を心がける｡
･実習指導のないフリー のクー ルの時に､意図的にほかの助手の指導を見ることがで
きるよう､実習に参加する｡
･病棟内に看護大学卒業生がいるか把握して､一度話しておくと､指導への協力が得
やすい｡
4
4i鹿修の進め方 (いつまでに何を達成するか､そのために行うこと)
▲●+p--＼
｡.1)LZ･初盤で行っておくこと
ヽ′1.-･
･看護部長および看護管理部のスタッフへ挨拶をする｡(名刺を渡せるとベター )
･看護師長および主任､実習指導者へ挨拶し､研修の目的を説明する｡
･看護師長と実習指導者に同席してもらい､実習スケジュー ルの説明と､実習指導者
の勤務調整を依頼する｡(実習期間のうち､学生の指導に携わってもらえる時間はどの
程度か｡可能ならば実習初日と､カンファレンスのある日はかかわってもらえるよう依
頼する｡講座主任から病棟師長へ依頼してもらえるとベター )
･施設オリエンテーションの依頼をする｡(時間と場所､担当者)
･施設の概要を知る｡
(理念､機能､組織図､病床数､診療科､その他部門､看護方針､看護目標など)
･施設の設備を知る｡
･病棟の看護システム･勤務体制を知る｡
･病棟業務の流れ･1週間および1日のケアのスケジュー ルを知る｡
･病棟の対象者について､どのような治療やケアがなされているのか､まず見て把握す
る｡(必要ならば実習前の学内演習に取り入れる)
･看護師の動きを見る｡
･チームナーシングならば､各チームの特徴を知る｡
･使用されているメディカルサプライを知る｡(必要ならば実習前の学内演習に取り入れ
る)
･実習指導者､看護師長との関係作りをする｡
･学生が実習中利用する交通機関､交通ルートの把握をする｡
▲->p-＼
.ち2)･=･中盤で行っておくこと
り4-I-/
･実習指導者や看護師長だけでなく実習中に学生が関係する多職種と交流をもつ｡
･具体的に実習中の動きをイメー ジしながら､学生の利用する場所を確認し､整備す
る｡
(ロッカー ･カンファレンスルーム･昼食場所･トイレ･病棟内の学生控え室の有無･学生
が不意に体調を壊したときに借りられる場所･学生用駐車場など)
･学生が行うケアを一通り体験し､施設で行われているケアの手順を把握する｡
･実習指導者に実習で体族させたい看護技術の項目を伝え､指導方法の打ち合わせ
をする｡
･学生が行ってよいケアと行ってはいけないケアの確認をする｡
･学生の到達レベルについて理解を得るため､話し合いをもつ｡
･学生のレディネスを伝える｡(何を学んでいるかなど)
･他の教員の研修のすすみ具合､打ち合わせ内容を聞き､参考にする｡
･実習指導のイメー ジを徐々に作っていく｡
5
▲,tr--＼
.I.3)･=･終盤で行っておくこと
tJ-.4-/
-畢 三笠一一｢ざ-de
･学生が受け持つ対象の選択を実習指導者とともに行う｡
･受け持ち候補の対象へ内諾を得る方法を実習指導者と話し合い､その方法で対象へ
依頼する｡
･針刺し等､事故の場合の対処法を確認する｡
･対象の情報の取り扱いについて確認しておく｡(特に対象のプライバシーの保護､看
護記録への記載の有無および記載方法)
･学生が関与できるケアやイベントのチェックをしておく｡
･学校から持ち込む必要がある物品をリストアップし準備する｡
･学生の毎日のケアの報告の方法を確認する｡
･実習における教員の基本的役割について実習指導者に説明し､実習指導者に期待
する役割を依頼する｡
･臨床側からの実習に関する要望を聞く｡
･実習日程表の最終決定版(p.8参照)を作成して､看護師長および実習指導者に渡し､
確認する｡
i->rJ--＼
..4)や研修中､できれば行っておきたいこと
tJ-I.4-一･.I
･どのような実習指導をしたいかを講座主任や同僚と話し､指導方針を明らかにする｡
･指導に困った時どうすればよいか､対処方法を講座主任に相談しておく｡'
+忘i:･■
研修を行う上での官憲事項
看護部長への実習の依頼は､単位認定者である講座主任と行く｡
挨拶をしっかりする｡(チームでケアを行っているので､看護師だけでなく多職種の職
員に対してもおこなう)
看護職だけではなく､学生が関係する多職種と情報交換し実習をアピー ルしておく｡
常に施設の人たちから声を聞く姿勢で臨む｡
社会人として基本的に求められる対応を心がける｡(報告､連絡､相談)
講座の上司など他の教員と､どのような研修をしているか話し合う｡
研修施設の代表的疾患や看護に関する自己学習をしておく｡
研修のチェックリストは､研修目標が達せられるよう内容
をチェックするために作成してあります○チェックリストの
項目は､あくまでも目安です○使いやすいように使って下さ
､:･己 を ._:- 6
研修に入る前 1)施設の許可を得るための訪問と公文雷の作成 済み 婁確認不要 メモ .
(1)講座主任が電話でアポイントメントをとる.
(2)上司と同行し､施設へ挨拶に行くo J
(3)講座主任から実習についての詳細の説明をしてもらう.
(4)研修の公文書作成をする.(事務局教務課へ依頼)
(5)駐車場使用の許可(教員用)をとる.
(6)
(7)
2)教員の準備 済み 要確認 不要 メモ
(1)各教員の担当施設を決める.
(2)前任者もしくは同僚の助手から情報をもらうo
(3)研修計画書の作成をする｡
(4)学内での学生の学習内容を確認しておく.
(5)実習要項を準備する.
(6)実習グループの編成をする.(決定している場合は不要)
.(7)学生への実習オリエンテーションの準備をする○
(8)実習記録の準備をする｡
(9)学生の交通手段の手配をする.(スクー ルバスなど)
(10)
(ll)
(12)
~ 研修中 ,=I 要確言 不要 メモ
(1)看護部長および看護管理部のスタッフへ挨拶をする○
(2)琵還警 諾認 諾 市長および主任､臨踊 導者へ挨恥
(3)実習スケジユ-ルの説明と､実習指尊者の勤務調整を依頼する○
(4)施設オリエンテーションの依旗をする.
(5)施設の概要を知る.
(6)施設の設備を知る凸
I (7)病棟の看護システム.勤務体制を知る.
(8)病煉業務の流れ.1週間および1日のケアのスケジュー ルを知るB
ltPH一 I(9).禦 誓 若 造 芸､どのような治療やケアがなされているの
(10)チームナ｢シングならば.各チ-ムの特赦を知る.
(ll)使用されているメディカルサプライを知る.I
(12)美雪指導者､看護師長との関係作りをする凸
(13)学生が実習中利用する交通機関､交通ルートの把握をする.
(14)
(15)
研修中 ,r=, ･才.f!'._ dES_I メモ
(1)還荒 淫 脚 長だけでなく､実習中に学生が関係する縄
･2,霊 獣 誤 認 禦 イメ.Tジしながら､.学生の利用する斬
中 (4)至芸諾 露 悪 諾 させたい看鮎 削 '項目を伝え､指導
一●▲ーuyL-● (5)学生が行ってよいケアと行ってはいけないケアの確認をする.
(6)学生の到達レベルについて_理鳥を得るため.正し合いをもつ.
(7)学生のレディネスを伝える.(何を学んでいるかなど)
(8)讐㌘ 員の研修のすすみ具合､frS合わせ内容を珊t.参*':
(9)実習指導のイメー ジを徐々に作っていく.
(10)
(ll)
(12)
研修中 済み ･諾.f:. 不要 メモ
(1)学生が受け持つ対象の選択を､実習措辞者とともに行う.
(2濃 認 諾 筑 票 警 る方法を､実習指導者と臥 合
(3)針刺し等､事故の場合の対処法の確認をする.
ー
(5)学生が関与できるケアや イベ ン トの チ ェックをしておく.
(6)学校から持ち込む必要が あ る 物 品 を リス トアップし準備する凸
一■▲.L●■ (7)学生の毎日のケアの報告 の 方 法 の 確 認 する｡
(8)芸冨露 呈F:S是等'諾 措 翫 芸 て実習榊 者に税明し､
(9)臨床側からの実習に関する 要 望 を 聞 く.
･10)芸冨詔 書諾 竺認 誓 手 芸讐 )を作成して､看脚 長および
(ll)
(2)諾 L:TF]諾 ときにどうすればよいか､その対処法を､講座主任と
(3)
(4)
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.実習指導率傷のために実習施設で行う研修
言 争 -r研鯵ガイド｣について二 言 ァ
ヽ 【ノー,ノ｣-.-
I実習指導の前に行うとよい準備は二教員が独自に､あるいは講座単位で
工夫して行っていると思います;その中で､多くの教且が実施している〝実
習施設での研倖"について役立つ情報をr研修ガイド｣として集約しました｡
この研俸ガイドは､どんな準備をしてこどのように研件を行ったらよいの
か?の疑問に答えられるよう､指南的意味を込めて作成しています｡
教員として初めて実習指導を担当する散見はもちろんのこと､これまで実
習指導を行ってきている経験のある散見も.･これを用いることにより､実習
指導前の準備として行う研修が効率よく効果的にできていることを期待して
います｡
また､この研倖ガイドはあくまでガイドですので､これまで行ってきた研修を
否定するものでありませんし､これが示す方法で研倖することを強制するも
のでもありません｡これを参考にして､各鞍鼻が各自の必要に応じ､目的を
定め､それにふさわしい内容と方法を選択し､実施できることが望ましいと
考えています｡研捗が充実し､実習指導に活かされ､よりよい看護学実習
が展開されることが､このガイドを製作した本来の狙いですこ
試案として作成しています.より使いやすいものに修正し､実習
指導の準備をしていくうえlC投に立つr研件ガイドJの作成を目持し
ておりますので､お気付きの点がございましたら､作成者までご連
Iヽ 】
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･予二研修ガイド 目次(キ
1.研修に入る前の準備
2.研修El的
3.研修する時期
4.研修方法
5.研修の進め方
6.研修を行う上での留意事項
7.研修チェックリスト
烏 落
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1.研#に入る前の準備 う
1) 施設の許可を得るための訪問と公文書の提出
･講座主任(上司)が電話でアポイントメントを取り､上司に同行してもら
って新任の挨拶に行く｡実習の最終責任者でありかつ単位認定者
である講座主任から説明してもらうのが最も効果的である｡
(実習内容の説明:看護部長､当該看護師長､実習指導者に対
して､実習要項を提示して実習目標/目的､実習場所､実習期間､
実習方法､学生のレディネスについて)
･･教員の駐車場の使用についての許可を得る｡(学生は原則として､実
習先への自家用車の使用は禁止)
･研修にあたり公文書が必要な場合､本学教務課に以下の内容の研
修計画書を提出し､公文書の発行依頼を行う｡公文書は郵送も可
能｡
(内容:施設により異なるが､主に､簡単な履歴と研倖目的.方法､
研修場所､研倖期間)
:I:-こ･ q.I,- -･_ ･,>LP
E■■
i)_看護師長.実習指導者をはじめとする施設のスタッフに､学
生を受け入れてもらう働きかけができるような関係性をつく
る｡
2)ン_実習施設の状況を把握し､指導に役立つ環境作りができ
る｡
〉､3) 看護師長､実習指導者と話し合いを持ち､実習要項に沿っ
た指導が行われるよう調整ができる｡
4).教員と実習指導者の役割を明確にし､どのように指導を分
担し行っていくか具体化する｡また､施設と一体となって実
習が展開されるような準備ができる｡
-5) 第三者の意見をもらいながら指導スキルの向上を目指し､
自分の指導スタイルを確立できる｡
★ 新任教員が施設へ適応することを目的にする場合
は､上記 1)-3)を重点的に行うとよい｡
★ 定験のある散見の場合は､上記 4ト5)を重点的に行
うとよい｡
墓デ纂 qtg.可
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きf_2) 教員の準備
･各教員(助手)の担当施設を決めておく｡(教員の配置と担当
期間の決定)
･前任者もしくは同僚の助手から情報をもらう｡
･研修計画書を作成する｡(大学での仕事とのスケジュー ル調
整)
･学内での学生の学習内容を確認しておく｡
･実習要項を準備する｡
･実習グループを編成する｡(決定している場合は不要)
･学生の病院/実習オリエンテーションを含む実習日程表を作
成する｡(p.8参照)
(主な内容:実習日時､病院オリエンテーション､各クー ルの学
生人数､施設からも出席してもらいたいカンファレンス日時
など)
･実習記録(内容､フォー ム)を決定する｡
･スクー ルバス等､学生の交通手段の手配(確定している場合
は不要)
しておくとよいこと
施設の理念､組絵図､病沫数､各診療科､その他各部門､
住所､アクセスマップなどがわかる｡
長･看護部長･当該病棟師長の氏名を知る｡
JへPl.･､-"～-Tl､ヽ
3.研#する時期
雷 - → T_r､
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1)研修ガイドを使用する時期
使用を開始する時期は､少なくとも研修に入る 2･一3週間前に
-度目を通し､まず内容のうち｢研修に入る前の準備｣の項目で
必要と思われるものに着手するとよい｡次に研修ガイド全休を読
み自分の必要とする研修をイメー ジして､その研修目的にあった
計画を立てたうえで研修にはいることをお勧めす争｡とくに新任
の教員は､r研修の方法Jおよび｢研修のすすめ方｣のスケジュー
ルに合わせて研修前から研修中にかけては研修マニュアルとし
て使い､チェックリストも活用しながら抜けのないように研接がで
きるよう作成している｡
2)研修する時期および期間
研修する時期は､たとえば現場に適応することを目的とするの
であれば実習直前 1･一2週間前から現場に入り.自分の到達度
に合わせ週 1･一2回､計 2･一3回程度のペースで研修を行うとよ
い｡また指導技術の向上や臨床能力の維持向上を中心とした研
修目的にするのであれば､通年で定期的に現場での経験を積む
方法がよいと考えられる｡
このように､必要に応じ自分の目的に合わせ､このガイドをどう使っ
ていくか最初に予定を立てることが活用のポイントとなる｡
･二二㌧ _I_,
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3.研修の方法吋一叩_..叫Yへ一_r+_叫､__一一(研鱒目的に応じて研鯵の方法を挙げている｡
各自の目的に従い計画すると良い｡)
(D実習持gI者やスタッフと組んでケアに事加す
る｡
②学生が行うであろうケアを休墳する｡
①対Aと托す枚会を作る｡
②時間帯は､午後もしくは午前のケアが必要な4
両を還んで関わる｡
③対象全長に由を見せる｡
④特定の対象ではなく､全体を把握できるように
①他の教Aの実習持gにフTJ-で奉加する｡
②実習持中書とざっくばらんに話をする｡
(》看ZI師長から施設のオlJエンテ-シヨンを受け
る｡または､パンフレット等の文科を暮める｡
②実習指i8着の勤務シフトを知る｡
(2)実習中､学生
が18どのよう
に動くのかイメ
ージする｡
(3)対象と顔見知
を発表し行動確証をしたらよいか,経からケア
の指glを受けたらよいか.報告はいつ･託に行
うかなど実習指事舌に相抜･柾琵する｡
(診学生が1人になれる4所や.気を抜ける斗所が
あるか見ておく｡
③施設で使える物品､大学から持ち込む物品の
杜晩をする｡
④学生が利用する4所を確認する｡(カンファレン
ス皇･ロッカー など)
(9学生が事加できる4両や行事や学習の社会を
①フリーの時間を活用して､広くスタッフと関わL)､
学校のことや学生のこと､あるいは相手の関心
に合わせて話をする｡
管
コツ･iq♪ I,∫
･研修日程の組み方は実習指導者の日勤シフトに合わせ､実習指導
者とペアを組んでケアに入り､その病練で実施されているケアの方
法を学ぶ｡ペアはその他のスタッフとでもよいが､実習指導者のケア
を見ておくと､実習指導者の人柄や看護観を垣間見ることもできる｡
･研修初日は､朝の申し送り時を利用して看護師長からスタッフに紹
介してもらい､研修の目的を伝える｡日勤ナースは日々入れ替わる
ので､研修のたびに実習のアナウンスをすると､効果的に自分を知
ってもらえ､学生が実習に来るというメッセージを送ることができる｡
･効率よく業務の流れをつかむためには､研修初盤は実習指導者と
ペアを組んでもらい､説明を受けながら研修をすすめるとよい｡ある
程度施設を把握できスタッフと顔なじみになれた時点でフリ-になっ
て動けば､全体を見渡すことができる｡
･朝の引き継ぎ時rTul(学生の突習開始時間帯)は､実習指導者が自分
の薫掛 こ専念したい鴫であるので.スタッフの迷惑にならないよう､
朝の時間帯に学生がどう動けばよいかを考えておく｡そのためには､
ナースや看江助手を中心としたスタッフ全体の動き､オーダーの流
れ､モ-二ングケアの方法の把捉などが必要となる｡
曽 落 雷噂 -I -,
日的 E]+ 方法
施 3)4)美 音 ~(1)実習の目的. (D学生の到達レベルやレディネスを説明する.
設 要項に沿 方法について ②研体中に.実習の日的.方法について説明し､
と つた指事ができる の理 解 を得る. 確認する.
休 ように詞 (2)学生によい影 (》様々なスタッフと関わり.月々の書ZI師がどれ
と 重し.敦 Tを与えてくれ くらいの能力やtiI力を持っているか把握す
な 且と実習 L そうなスタッフ る｡
つ 指g舌が 毛 をさがす.il ②他書種との文末を持つ.
て それぞれ _ i③指事看講習を受けているスタッフをリストアップ
実 の役割を .しておく.
管 具休化す ④実習中に学生が関わるスタッフとf*種的に関
iが ることがで わる｡
[展i警 きる1I‡ (3)受け持ち対&舌を決める. ① 実習指gr者と相放して決定する.
(4)教具と実習持 { ① 学 生 -の関わり方､学生や対Iに関する捕殺
れ jI舌の役割を 共有の方法を指し合う.
る 明確にし.tPI ②教具が実習持gにおいて担う基主的投封(学
!よ 蔓を行う. 生の評価.学内で学んだことと実習で学んだこ
iつな との整理､統合)について説明する.③実習指事舌への期待する役割(学生にモデル
翠 を示す.学生に書抜概を伝える)について依頬
4 する.
と 1④実習指事者から学生および教且への施設bII
して の要望を附く. 】
指 5)これま (1)自分の措辞を (訂実中寺や他の教具から自分の指事に対して気 l
斗 での自分 客牧規する. づいていることを助書してもらう.
スキ の指斗スタイルを ②丑近の学生について実習指gI者と話をする.(2)他の牧且の持 (分地の鞍鼻の指事.学生への関わL)を見学させ
ル 在り還り 書の対比に てもらう.吉己録へのコメントを読ませてもらう.コ
向 ZtZIを見 より､自分の メントのポイントを叩く.カンファレンスでの他の
上 つける】 持iIとの連 救且の学生への関わり方をみる.
のため い､指事のヒントを得る. ②指事について話し合う社会を持つ.(3)自分の持jIの (む実指iI者とはし合いをもち お互いの襲みを知
に 強みを允許 る｡
できる. ②実習中に自分の強みを発7できる4をtq亜す
･学生の一日の行動計画を発表する時間を確保するために､実習指導育
と打ち合わせる｡計画の発表は､その日のスタッフ全員が集まっている
ところで行えるとよい｡無理ならば､どのような方法でだれに発表すれば
よいか決めておく｡
･学生の報告の方法についても､実習指導者と話しておく｡(内容:Jl'イタ
ルサインの測定結果､ケアのアウトカム､昼の休憩に入る時､カンファレ
ンスに入る時などについて)
･昼食時に1-2度スタッフ休憩室でスタッフと一緒に食事をすると､親しく
なれる｡施設内の関係性について､いろいろな情報を入手することがで
きる｡
･自分を知ってもらうために､挨拶を心がける｡
･実習指導のないフリー のクー ルの時に､意図的にほかの助手の指導を
見ることができるよう､実習に参加する｡
･病棟内に看護大学卒業生がいるか把握して.-度話しておくと､指導へ
の協力が得やすい｡
? .エ 乎 巧
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4.研淳の進め方
___i､い,-ー_リー.一m-hヰu_じ一,I,一_(いつまで･.=何を達成するか､そのために行うこと)
_7さ1) 初盤で行っておくこと
･看護部長および看護管理部のスタッフへ挨拶をする｡(名刺を渡
せるとベター )
･看護師長および主任､実習指導者へ挨拶し､研修の目的を説明
する｡
･看護師長と実習指導者に同席してもらい､実習スケジュー ルの
説明と､実習指導者の勤務調整を依頼する｡(実習期間のうち､
学生の指導に携わってもらえる時間はどの程度か｡可能ならば
実習初日と､カンファレンスのある日はかかわってもらえるよう依
頼する｡講座主任から病棟師長へ依頼してもらえるとベター )
･施設オリエンテーションの依頬をする｡(時間と場所､担当者)
･施設の概要を知る｡
(理念､捜能､組絵図､病床数､診療科､その他部門､看護方針､
看護目標など)
･施設の設備を知る｡
･病棟の看護システムt勤務体制を知る｡
･病棟業務の流れ･1週間および1Elのケアのスケジュールを知
る｡
･病棟の対象者について､どのような治療やケアがなされている
のか､まず見て把握する｡(必要ならば実習前の学内演習に取り
入れる)
･看護師の動きを見る｡
･チ-ムナーシングならば､各チームの特技を知る｡
･使用されているメディカルサプライを知る｡(必要ならば実習前の
学内演習に取り入れる)
･実習指導者､看護師長との関係作りをする｡
･学生が実習中利用する交通挽関､交通ルートの把握をする｡
麿 各 ･.9 - 品
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終盤で行っておくこと
-J一漕 ㌔
･学生が受け持つ対象の選択を実習指導者とともに行う｡
･受け持ち候補の対象へ内諾を得る方法を実習指導者と話し合い､
その方法で対象へ依頼する｡
･針刺し等､事故の場合の対処法を確認する｡
･対象の情報の取り扱いについて確認しておく｡(特に対象のプラ
イバシーの保護､看護記録への記載の有無および記載方法)
･学生が関与できるケアやイベントのチェックをしておく｡
･学校から持ち込む必要がある物品をリストアップし準備する｡二
･学生の毎日のケアの報告の方法を確認する｡
･実習における教員の基本的投書削こついて実習指導者に説明し､
実習指導者に期待する役割を依頬する｡
･臨床例からの実習に関する要望を聞く｡
･実習日程表の最終決定版(p.8参照)を作成して､看護師長およ
び実習指導者に渡し､確認する｡
4)研体中､できれば行っておきたいこと
･どのような実習指導をしたいかを講座主任や同僚と話し､指導方
針を明らかにする｡
･指導に困った時どうすればよいか､対処方法を講座主任に相談
しておく｡
･謁 -_纂 3-
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3) 中盤で行っておくこと
･実習指導者や看護師長だけでなく実習中に学生が関係する多
托種と交流をもつ｡
･具体的に実習中の動きをイメー ジしながら､学生の利用する場
所を確認し､整備する｡
(ロッカー･カンファレンスルーム･昼食場所･トイレ･病棟内の学
生控え室の有無･学生が不意に体調を壊したときに借りられる
場所･学生用駐車場など)
･学生が行うケアを一通り体験し､施設で行われているケアの手
順を把握する｡
･実習指導者に実習で体壊させたい看護技術の項目を伝え､指導
方法の打ち合わせをする｡
･学生が行ってよいケアと行ってはいけないケアの確認をする｡
･学生の到達レベルについて理解を得るため､話し合いをもつ｡
･学生のレディネスを伝える｡(何を学んでいるかなど)
･他の教員の研修のすすみ具合､打ち合わせ内容を聞き､参考に
する｡
･実習指導のイメー ジを徐々に作っていく｡
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6.研修を行う上での官憲事
看護部長への実習の依頬は､単位認定者である講座主任と行
く｡
挨拶をしっかりする｡(チ-ムでケアを行っているので､看護師だ
けでなく多撮種の積員に対してもおこなう)
看護蒋だけではなく､学生が関係する多壕種と情報交換し実習
をアピー ルしておく｡
常に施設の人たちから声を開く姿勢で睦む｡
社会人として基本的に求められる対応を心がける｡(報告､連絡､
相談)
講座の上司など他の教員と､どのような研修をしているか話し合
う｡
研修施設の代表的疾患や看護に関する自己学習をしておく｡
研修のチェックリストは､研修目標が達せられるよう内
容をチェックするために作成してありますoチェックリス
トの項目は､あくまでも目安です○使いやすいように使つ
I/_ 1'･ =･q ･
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研修に入る節 1)施設の許可を得るための訪問と公文書の作成 済み 不要
(1)講座主任が電話でアポイントメントをとる.
(2)上司と同行し､施設へ挨拶に行く.
(3)講座主任から実習についての詳細の説明をしてもらう.
(4)研修の公文書作成をする.(事務局教務課へ
依頼)
(5)駐車場使用の許可(教員用)をとる.
2)教員の準備
(1)各教員の担当施設を決める.
(2)前任者もしくは同僚の助手から情報をもらう.
(3)研修計画書の作成をする.
(4)学内での学生の学習内容を確認しておく.
(5)実習要項を準備する.
(6)実習グループの拓成をする.(決定している場
合は不要)
(7)学生-の実習オリエンテーションの準備をす
る｡
(8)実習記緑の準備をする｡
(9)学生の交通手段の手配をする｡(スクー ルバス
など)
:～:-'･ 言 ｣ - ､ T> ､-
中盟 研修中
(1)実習指導者､看護師長だけでなく､実習中に学
生が関係する多職種と交誼をもつ.
(2)具体的に実習中の動きをイメー ジしながら､学
･ 生の利用する場所を確認し､整備する.
(3)学生が行うケアを一通り体験し､施設で行われ
ているケアの手順を把握する.
(4)実習指導者に実習で体鼓させたい看護技術の
項目を伝え､指導方法の打ち合わせをする｡
(5)学生が行ってよいケアと行ってはいけないケア
の確認をする.
(6)学生の到達レベルについて､理解を得るため､
話し合いをもつ○
(7)学生のレディネスを伝える.(何を学んでいる
かなど)
(8)他の教員の研修のすすみ具合､打ち合わせ内
容を聞き､参考にする.
(9)実習指導のイメー ジを徐々に作っていく｡
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初 研修中
(1)看護部長および看護管理部のスタッフへ挨拶を
する.
(2)担当領域(病棟)の看護師長および主任､路床指
尊者へ挨拶し､研修の目的を説明する.
(5)実習スケジユ-ルの説明と､実習指導者の勤務
調整を依頼する○.
(4)施設オリエンテーションの依頬をする.
(5)施設の概要を知る.
(6)施設の設備を知る.
(7)病棟の看護システム.勤務体制を知る｡
(8)病棟業務の流れ.1週間および1日のケアのスケジ
盤 ユー ルを知る.
(9)病棟の対象者について､どのような治療やケアが
なされているのか､まず見て把握する｡
(10)チ-ムナ-シングならば､各チ-ムの特徴を知
る｡
(ll)使用されているメディカルサプライを知る.
(12)実習指導者.看技師長との関係作りをする.
(13)学生が実習中利用する交通機関､交通ル｢ト
の把握をする.
て 冒梁 - -__-⊥軍竺 一一一- 空 宗 p 素 碧
終坐 研修中
(1)学生が受け持つ対象の選択を､実習指導者とと
もに行う.
(2)受け持ち候補の対象-内諾を得る方法を､実習
指導者と話し合い､その方法で対象へ依持す
る｡
(3)針刺し等､事故の場合の対処法の確認をする.
(4)対象の情報の取り扱いについて確認しておく.
(特に対象のプライバシーの保護､看護記録へ
の記載の有無および記載方法)
(5)学生が関与できるケアやイベントのチェックをし
ておく○
(6)学校から持ち込む必要がある物品をリストアップ
し準備する.
(7)学生の毎日のケアの報告の方法を確認する.
(8)実習における教且の基本的役割について実習
指導者に説明し､実習指導者に期待する役割
を依規する｡
(9)臨床側からの実習に関する要望を聞く｡
(10)実習日程表の最終決定版(p.8参照)を作成し
て､看護師長および実習指導者に渡し､確認を
する｡
できれ 研修中(1)講座主任や同僚と話し､どのような実習
ば研 指導をしたいか.指導方針を明確にす
書中に行っておく る｡(2)指導に困ったときにどうすればよいか､
とよい その対処法を､講座主任と相談してお
こと く｡
